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明
代
河
北
の
農
業
経
済
と
大
運
河

田

口

宏

ロけ一t
b
 

序

論

一
補
給
髄
制
の
構
築

-
釘
モ
ン
ゴ
ル
戦
と
兵
姑

2

、
水
中
出
来
遷
都
と
補
給
鐙
制
の
再
構
築

二
畿
輔
の
農
業
経
済

-
明
初
の
戦
乱
と
移
民

2

地
文
・
水
文
環
境
と
要
素
賦
存
|
|
二
つ
の
型
|
|

三
運
河
・
ヒ
ン
タ
l
ラ
ン
ド
、
お
よ
び
「
西
北
水
利
」

結
語
|
|
「
西
北
」
と
「
東
南
」
|
|
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序

論

「
畿
輔
」
と
は
、
王
化
の
中
心
た
る
天
子
の
居
所
近
遣
を
表
現
し
た
語
葉
で
あ
り
、
通
常
は
帝
都
を
取
り
ま
く
空
間
を
意
味
す
る
。
一
五
世

(
1
)
 

紀
以
降
に
お
け
る
明
代
の
用
法
で
は
、
北
京
順
天
府
・
南
京
麿
天
府
を
そ
れ
ぞ
れ
中
心
と
し
た
行
政
域
(
南
北
直
隷
)
が
含
意
さ
れ
る
が
、
特

に
、
皇
帝
が
常
住
す
る
北
京
を
裡
に
包
含
し
た
北
直
隷
を
指
す
ば
あ
い
が
多
い
。
そ
の
範
園
は
、
今
日
に
お
け
る
河
北
省
・
北
京
市
の
長
城
以



南
・
天
津
市
(
お
よ
び
河
南
・
山
東
省
の
各
北
端
)
に
相
首
す
る
。

呪
禁
さ
れ
た
空
間
を
指
す
「
畿
」
字
と
、
車
轄
の
添
木
を
意
味
す
る
「
輔
」
字
と
を
組
み
あ
わ
せ
た
統
語
法
に
み
る
か
、
ぎ
り
、
聖
別
さ
れ
、

(
2
)
 

帝
権
の
行
使
を
何
ら
か
の
形
で
支
え
る
機
能
を
も
期
待
さ
れ
た
地
理
匝
重
と
し
て
(
少
な
く
と
も
原
初
的
に
は
)
こ
の
語
は
思
念
さ
れ
て
い
た
。

賓
際
、
明
初
以
降
の
北
直
隷
に
は
彩
し
い
数
の
兵
員
(
軍
士
)
が
配
備
さ
れ
、
北
の
モ
ン
ゴ
ル
と
の
恒
常
的
臨
戦
態
勢
を
支
え
る
よ
う
に
な
る
。

北
京
・
北
直
隷
に
は
、
全
固
に
分
布
す
る
兵
員
の
う
ち
二
割
近
く
が
集
中
し
て
い
た
。
尚
武
の
風
俗
と
い
う
丈
脈
か
ら
し
ば
し
ば
語
ら
れ
も
す

る
高
度
に
軍
事
的
な
性
格
は
、
地
域
と
し
て
の
河
北
を
語
る
上
で
ま
ず
押
さ
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
封
モ
ン
ゴ
ル
閲
係
や
北
京
へ

の
遷
都
と
い
う
あ
ら
た
に
生
じ
た
地
政
皐
上
の
情
勢
に
よ
り
、
現
地
の
農
業
生
産
が
支
え
う
る
以
上
の
規
模
の
非
農
業
人
口
を
明
代
の
北
京
・

河
北
地
域
が
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
賠
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
防
衛
に
必
要
な
人
的
リ
ソ
ー
ス
と
い
う
甚
だ
局
限
さ
れ
た
機
能
に
特
化

(
3
)
 

し
た
形
で
畿
輔
理
念
が
具
現
化
す
る
と
い
う
、
北
宋
代
以
降
断
績
的
に
進
行
し
た
「
近
世
」
的
動
態
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
多
大
な
費
用
を
以
て
兵
姑
を
構
築
す
る
こ
と
を
徐
儀
な
く
さ
れ
た
。
永
築
遷
都
に
先
だ
ち
、
山
東
正
陵
地
帯
を
貫
く
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舎
通
河
を
復
奮
す
る
大
工
事
に
よ
り
、
明
朝
は
北
京
へ
の
補
給
路
を
確
保
す
る
わ
け
だ
が
、
兵
拍
ル

l
ト
の
維
持
管
理
か
ら
数
十
高
ト
ン
の
糧
株

の
確
保
、
輸
送
・
積
替
え
や
保
管
等
々
に
至
る
漕
運
シ
ス
テ
ム
全
瞳
が
、

や
が
て
華
中
・
運
河
沿
い
地
域
で
の
賦
役
徴
牧
の
あ
り
方
を
規
定
す

モ
ン
ゴ
ル
と
の
軍
事
的
封
峠
や
燕
山
南
麓
と
い
う
帝
都
の
地
理
的
位
置
、
そ
し
て
後
背
地
の
限
ら
れ
た
補
給
能
力
と
い

う
諸
要
素
が
相
侯
っ
た
結
果
、
江
南
北
京
を
結
ぶ
漕
運
は
王
朝
の
財
政
行
矯
と
し
て
制
度
化
し
、
以
後
四
百
年
以
上
も
(
概
ね
)
安
定
的
に

る
に
至
る
。
か
く
て
、

持
績
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

最
長
で
二

0
0
0
同
前
後
の
距
離
に
わ
た
り
昔
ま
れ
る
、
け
た
外
れ
に
大
規
模
な
輪
逸
事
業
は
、
明
朝
の
制
度
的
世
界
の
外
部
に
あ
る
者
に

と
っ
て
は
、
異
様
な
ま
で
強
大
な
帝
権
を
記
競
的
に
一
不
す
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
時
に
は
、
輪
迭
制
度
の
存
在
そ
の
も
の
を
ア
ジ
ア
的
専
制
と

(
4
)
 

い
う
丈
脈
か
ら
謹
み
解
い
た
う
え
で
、
こ
れ
を
経
済
合
理
性
の
封
眠
物
と
し
て
捉
え
る
場
合
も
あ
る
。
だ
が
漕
運
と
い
う
園
家
物
流
の
巨
大
さ

や
シ
ス
テ
ム
・
技
術
的
な
精
綴
さ
に
釘
す
る
素
朴
な
驚
き
を
わ
れ
わ
れ
は
共
有
し
て
も
、
漕
運
の
属
性
を
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
的
眼
差
し
か
ら
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切
り
取
る
だ
け
で
こ
と
足
り
る
わ
け
で
も
な
い
。
「
運
河
に
よ
る
漕
運
は
〈
中
園
〉
枇
舎
の
何
を
物
語
る
か
」
と
問
、
っ
か
ぎ
り
、
観
察
者
が
抱

く
「
中
国
」
イ
メ
ー
ジ
ゃ
あ
る
べ
き
経
済
政
策
と
い
っ
た
も
の
が
既
に
先
取
さ
れ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
結
論
も
こ
れ
ら
に
規
定
さ
れ
る
。
む
し

ろ
現
段
階
で
あ
ら
た
め
て
扱
う
べ
き
な
の
は
、
「
大
量
の
モ
ノ
を
運
び
積
け
る
」
と
い
う
管
矯
が
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
形
成
さ

れ
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
存
在
が
正
首
化
さ
れ
、
ま
た
昔
時
に
お
い
て
い
か
な
る
機
能
を
果
た
し
た
か
と
い
っ
た
、
よ
り
次
数
を
下
げ
た
問
題
領

域
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
漕
運
制
度
が
ヒ
ン
タ
l
ラ
ン
ド
た
る
(
べ
き
)
畿
輔
の
補
給
能
力
と
、
首
都
で
の
消
費
需
要
と
の

量
的
ギ
ャ
ッ
プ
を
前
提
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
河
北
と
い
う
局
所
レ
ベ
ル
か
ら
、
漕
運
の
あ
り
方
を
捉
え
な
お
す
こ
と
は
重

要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
以
下
本
稿
で
は
、
明
代
の
河
北
経
済
と
い
う
側
面
か
ら
首
都
へ
の
補
給
樫
制
の
構
築
を
眺
め
た
い
。
モ
ン
ゴ
ル
期
以
降
に
お
け
る
兵

(
-
J
)
 

姑
路
の
選
捧
過
程
や
輸
送
組
織
の
編
制
に
つ
い
て
は
、
そ
の
背
景
と
な
る
政
治
的
力
撃
の
働
き
も
含
め
肢
に
数
多
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
る
一
方
、
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漕
運
政
策
の
賓
施
に
と
も
な
う
長
期
的
殻
果
に
閲
す
る
賓
詮
的
分
析
は
、
過
重
な
財
政
的
負
捨
を
め
ぐ
る
議
論
を
除
け
ば
、
残
念
な
が
ら
充
分

(
日
)

に
は
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。

本
稿
で
の
具
瞳
的
な
分
析
封
象
お
よ
び
紋
速
の
順
序
は
以
下
の
通
り
と
す
る
。
第
一
章
で
は
、
ま
ず
明
初
以
来
の
漕
運
瞳
制
の
形
成
を
、
首

都
l
北
遺
地
域
で
の
兵
姑
線
の
網
の
目
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
。
第
二
章
に
お
い
て
は
、
北
直
隷
の
捨
税
能
力
を
候
件
づ
け
た
、
土
地
・
努
働

と
い
っ
た
生
産
要
素
の
分
布
状
況
や
そ
の
長
期
的
繁
化
に
つ
い
て
追
う
。
さ
ら
に
上
記
の
長
期
的
動
向
を
各
種
の
環
境
要
因
か
ら
捉
え
な
お
し
、

明
初
以
来
の
河
北
「
開
設
」
モ
デ
ル
に
つ
い
て
筒
車
な
類
型
化
を
園
る
。
第
三
章
で
は
、
北
直
隷
の
農
業
生
産
と
流
通
構
造
を
、
特
に
基
幹
物

資
た
る
主
穀
の
面
か
ら
眺
め
た
上
で
、
こ
こ
に
大
運
河
と
い
う
圃
家
的
兵
姑
路
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
定
位
す
る
。

以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、
大
運
河
に
よ
る
漕
運
盟
制
が
昔
時
の
生
活
世
界
に
埋
め
込
ま
れ
た
様
態
を
首
都
近
接
地
域
の
立
場
か
ら
あ
ら
た
め

て
追
う
こ
と
を
試
み
る
。
と
同
時
に
、
漕
運
と
い
う
補
給
シ
ス
テ
ム
が
、
明
代
で
の
「
地
域
」
な
る
も
の
を
い
か
に
構
造
化
し
、
こ
れ
が
中
華

世
界
の
存
立
と
い
か
な
る
脈
絡
で
関
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
、
糸
口
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。



補
給
瞳
制
の
構
築

1 

封
モ
ン
ゴ
ル
戦
と
兵
拍

洪
武
一
冗
年
(
一
三
六
八
)
八
月
(
奮
暦
、
以
下
同
)
、
大
都
は
明
の
大
将
軍
徐
達
ら
に
よ
り
陥
落
、
翌
月
に
は
河
北
・
山
西
の
大
部
分
が
明
軍
の

支
配
下
に
入
っ
た
。
大
都
や
そ
の
周
遺
地
域
を
占
領
し
、
元
朝
に
よ
る
帝
園
経
管
の
核
心
を
衝
く
こ
と
で
、
洪
武
帝
朱
元
理
は
地
方
政
権
か
ら

の
脱
皮
を
本
格
的
に
固
る
こ
と
に
な
る
。
以
後
、
数
千
凶
に
わ
た
る
封
モ
ン
ゴ
ル
戦
線
に
て
、
こ
の
大
都
、

つ
ま
り
洪
武
元
年
以
降
の
北
平
は
、

明
軍
に
と
り
重
要
な
出
撃
擦
黙
と
な
っ
て
ゆ
く
。
昔
時
、

カ
ラ
コ
ル
ム
か
ら
甘
霜
・
山
西
方
面
に
か
け
て
は
、

コ
コ
H

テ
ム
ル
(
王
保
保
)
の
軍

勢
に
支
え
ら
れ
た
北
元
の
ア
ユ
ル
シ
リ
ダ
ラ
の
勢
力
が
依
然
と
し
て
南
下
の
気
配
を
示
し
て
お
り
、
さ
ら
に
遼
東
に
は
北
元
の
部
将
、

ナ
ガ
チ
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ユ
も
強
盛
を
誇
っ
て
い
た
。

こ
の
情
勢
の
な
か
、
南
京
の
洪
武
政
権
は
河
北
地
域
に
数
多
く
の
兵
員
を
展
開
す
る
。
た
と
え
ば
洪
武
二
年
六
月
、
副
将
軍
の
常
遇
春
が
開

(
7
)
 

平
を
占
領
し
た
際
に
は
、
歩
兵
・
騎
兵
あ
わ
せ
て
九
寓
を
率
い
た
。
ま
た
一
八
年
後
、
大
将
軍
の
博
勝
に
よ
る
釘
ナ
ガ
チ
ユ
戟
で
は
、
細
川
計
二

(
自
)

(

9

)

O
高
人
が
動
員
さ
れ
た
と
い
う
。
以
上
の
モ
ン
ゴ
ル
掃
討
作
戦
の
進
行
と
同
時
に
、
河
北
地
域
に
は
軍
事
機
構
が
集
中
的
に
設
置
さ
れ
た
。
大

都
占
領
の
直
後
、
大
興
左
右
衛
・
燕
山
左
右
衛
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
燕
山
六
衛
」
が
北
千
の
地
に
設
け
ら
れ
、

の
ち
に
は
北
千
都
指
揮
使
司
に

改
組
さ
れ
る
。
北
平
都
指
揮
使
司
の
管
掌
下
、
多
く
の
衛
・
千
戸
所
は
古
北
口
・
居
庸
闘
な
ど
北
干
の
北
方
に
位
置
す
る
軍
事
援
黙
に
駐
屯
地

を
設
け
た
。
以
後
、
燕
山
山
嶺
か
ら
河
北
南
部
に
か
け
て
、
北
千
防
衛
の
任
に
首
た
る
衛
所
が
十
数
箇
所
に
わ
た
っ
て
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
北
平
よ
り
東
北
の
三

O
O
凶
、
現
在
の
内
蒙
古
自
治
匝
赤
峰
市
寧
城
豚
に
あ
た
る
地
に
は
、
大
寧
都
指
揮
使
司
が
設
立
さ
れ
、
漠

北
へ
の
脱
み
を
殺
か
せ
た
。
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以
後
洪
武
期
を
通
じ
、

マ
ン
チ
ユ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
リ
ア
を
主
要
な
封
象
と
し
た
軍
事
行
動
の
擦
黙
と
し
て
、
北
平
は
戦
略
的
重
要
性
を
一
貫
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し
て
帯
び
績
け
る
。
洪
武
初
年
以
降
、
北
平
都
指
揮
使
司
管
内
の
衛
所
に
は
、
概
ね
一

O
高
前
後
の
軍
士
が
駐
屯
、
洪
武
二

O
年
(
一
三
八
七
)

(
日
)

に
お
け
る
ナ
ガ
チ
ユ
投
降
後
北
遺
情
勢
が
い
く
ぶ
ん
沈
静
化
し
て
か
ら
も
こ
の
規
模
は
維
持
さ
れ
た
。
ま
た
封
北
元
戟
の
際
、
数
十
高
名
規
模

で
投
降
し
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
将
兵
た
ち
が
、
首
都
南
京
や
雲
南
と
並
び
、
河
北
の
地
に
重
貼
的
に
再
配
備
さ
れ
て
い
た
貼
も
重
要
で
あ
る
。
明

(
日
)

初
以
降
の
河
北
は
、
前
王
朝
に
て
編
制
さ
れ
た
諸
軍
国
を
も
取
り
込
む
か
た
ち
で
、
高
度
に
軍
事
地
帯
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

首
然
、
首
地
へ
の
補
給
瞳
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
嘗
初
よ
り
重
視
さ
れ
た
。
大
都
攻
略
の
直
前
、
洪
武
元
年
六
月
段
階
で
は
、
勝
ち
を
急
ぐ

徐
達
に
封
し
、
朱
元
埠
は
ま
ず
軍
勢
を
整
え
山
東
か
ら
の
兵
結
線
を
北
に
伸
ば
し
た
う
え
で
攻
撃
を
か
け
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
「
北
土
」

(ロ)

は
地
勢
が
平
坦
で
あ
る
た
め
、
騎
馬
戟
に
長
じ
た
モ
ン
ゴ
ル
に
不
覚
を
と
る
こ
と
へ
の
危
慎
か
ら
で
あ
っ
た
。
大
都
制
匪
後
、
河
北
か
ら
マ
ン

チ
ユ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
か
け
て
の
戦
線
に
封
し
て
い
く
つ
か
の
補
給
方
法
が
併
用
さ
れ
た
。
第
一
は
、
山
東
を
主
樫
と
す
る
華
北
諸
省
か

ら
の
税
糧
を
、
陸
路
お
よ
び
自
然
、
河
川
を
経
由
し
、
北
千
か
ら
宣
府
・
開
平
と
い
っ
た
内
陸
の
前
線
へ
と
輪
迭
す
る
も
の
で
あ
る
。
輸
送
に
際

(
出
)

し
て
は
、
衛
所
の
軍
士
・
軍
事
擦
賠
近
遣
の
住
民
を
動
員
し
た
。
第
二
と
し
て
、
長
江
流
域
や
山
東
に
て
徴
収
し
た
税
糧
を
、
崩
海
湾
経
由
で
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北
平
の
東
方
へ
、
さ
ら
に
は
遼
東
へ
と
迭
る
ル

1
ト
が
奉
げ
ら
れ
る
。
一
三
一
口
う
ま
で
も
な
く
こ
の
兵
姑
ラ
イ
ン
は
大
部
分
前
朝
を
踏
襲
し
た
も
の

だ
が
、
洪
武
初
年
よ
り
、

マ
ン
チ
ユ
リ
ア
に
お
け
る
封
ナ
ガ
チ
ユ
戟
の
緊
迫
に
伴
い
、
海
路
経
由
の
補
給
が
盛
ん
に
展
開
さ
れ
た
。
湖
海
を
通

(
国
)

じ
た
輪
迭
は
、
開
始
昔
時
よ
り
海
難
事
故
に
よ
る
多
く
の
人
的
・
物
的
被
害
を
伴
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
や
が
て
遼
東
近
遣
に
お
け
る
屯
固
か
ら

の
補
給
を
以
て
徐
々
に
代
替
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
ル
ー
ト
そ
の
も
の
は
永
梁
期
極
初
の
北
京
へ
の
輸
送
や
、
曾
通
河
開
通
後
も
、
水
平
海
運
・
遮
洋

(
日
)

海
運
と
し
て
耀
績
的
に
活
用
さ
れ
る
。
第
一
一
一
に
、
盟
の
販
責
権
を
付
興
す
る
こ
と
と
引
き
替
え
に
、
北
平
方
面
へ
の
糧
株
輸
送
を
(
場
令
に
よ

(
日
)

つ
て
は
透
衛
附
近
で
の
生
産
も
)
商
人
た
ち
に
請
け
負
わ
せ
る
と
い
う
方
策
も
用
い
ら
れ
た
。
以
後
、
商
業
過
程
を
通
じ
た
北
遺
へ
の
補
給
瞳
制

(
汀
)

は
、
盟
の
専
責
制
度
と
強
く
リ
ン
ク
す
る
か
た
ち
で
、
問
中
法
と
し
て
整
備
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
第
四
と
し
て
、
特
に
輸
送
コ

(

刊

日

)

ス
ト
の
嵩
む
内
陸
部
の
前
線
地
帯
で
は
、
後
方
部
隊
を
労
働
力
と
し
た
屯
回
生
産
を
以
て
自
給
す
る
こ
と
が
洪
武
初
期
よ
り
目
指
さ
れ
た
。

以
上
の
多
岐
に
わ
た
る
兵
姑
線
に
お
い
て
、
北
E
l
は
大
量
の
軍
士
が
駐
屯
す
る
補
給
封
象
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
官
一
府
・
開
平
な
ど
よ
り
北



(
日
)

方
に
位
置
す
る
地
域
へ
の
策
源
地
に
も
な
っ
て
い
た
。
北
平
を
中
心
と
し
て
か
く
も
重
層
的
な
補
給
ラ
イ
ン
の
構
築
が
行
わ
れ
た
こ
と
じ
た
い
、

首
地
内
部
の
物
資
供
給
能
力
を
超
え
る
規
模
で
、
北
遺
へ
の
軍
事
展
開
が
な
さ
れ
た
こ
と
の
裏
返
し
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
洪
武
期
の
段
階
で

は
華
北
・
華
中
諸
省
、
特
に
山
東
か
ら
の
重
貼
的
な
軍
糧
輸
送
が
十
寓
人
規
模
の
配
備
を
可
能
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
山
東
の
重

(
初
)

負
捨
は
、
軍
糧
の
み
な
ら
ず
防
寒
装
備
の
原
料
と
な
る
棉
花
の
供
出
に
閲
し
て
も
同
様
だ
っ
た
。

同
時
に
指
摘
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
前
線
へ
の
補
給
を
護
令
す
る
記
録
が
断
片
的
な
が
ら
も
編
纂
史
料
中
に
お
い
て
縫
績
的
に
現
れ
る
こ
と

か
ら
し
て
、
恒
常
的
な
兵
拍
瞳
制
と
し
て
は
必
ず
し
も
制
度
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
ル

l
テ
ィ
ー
ン
と
し
て
定
着

(
引
)

す
る
度
合
い
が
低
か
っ
た
酷
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
流
動
的
な
封
モ
ン
ゴ
ル
情
勢
に
即
躍
す
る
形
で
動
員
・
展
開
を
行
っ
て
い
た
昔
時
と
し
て
は
、

あ
る
意
味
嘗
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

2 

、
氷
山
栄
遷
都
と
補
給
睦
制
の
再
構
築
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河
北
方
面
へ
の
補
給
の
あ
り
方
は
、
建
丈
期
(
一
三
九
九
1

一四
O
二
)
を
経
て
、
水
築
遷
都
以
降
に
な
る
と
、
異
な
る
局
面
に
入
る
。
甥
の
建

丈
帝
朱
允
炊
よ
り
帝
位
を
基
奪
し
た
、
、
氷
山
栄
帝
朱
様
は
、
洪
武
三
年
(
一
三
七
O
)
よ
り
燕
王
と
し
て
分
封
さ
れ
て
い
た
河
北
の
地
を
基
盤
と

し
て
政
権
の
確
立
を
固
る
。
か
く
て
、
水
栄
元
年
(
一
四
O
二
一
)
以
降
、
北
平
は
洪
武
期
の
車
な
る
封
モ
ン
ゴ
ル
戟
の
軍
事
擦
貼
か
ら
、
あ
ら
た

に
北
京
と
し
て
政
治
的
・
軍
事
的
な
中
核
都
市
へ
と
饗
貌
し
て
ゆ
く
。
洪
武
期
に
は
一

O
高
人
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
北
千
(
北
京
)
・
河
北
駐
屯

(
幻
)

軍
士
は
、
、
氷
山
栄
遷
都
に
件
い
四

O
高
以
上
に
そ
の
規
模
を
掻
大
し
て
い
る
。

首
然
、
膨
れ
上
が
る
泊
費
需
要
に
直
面
し
た
明
朝
は
、
こ
こ
へ
の
補
給
を
掻
充
す
べ
く
、
幾
多
の
政
治
的
曲
折
を
伴
い
つ
つ
(
こ
れ
は
モ
ン

(
お
)

ゴ
ル
期
も
同
様
で
あ
っ
た
)
兵
結
盟
制
の
再
構
築
へ
む
け
て
模
索
を
繰
り
返
し
た
。
永
梁
九
年
三
四
二
)
、
山
東
正
陵
地
帯
に
お
け
る
水
源
の

管
理
と
水
路
の
附
け
替
え
、
水
中
の
岩
石
除
去
、
運
河
沿
い
の
地
域
に
お
け
る
物
流
撮
貼
の
構
築
等
々
、
数
多
の
大
規
模
公
共
事
業
を
敢
行
す
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る
こ
と
で
、
准
北
か
ら
山
東
臨
清
ま
で
約
二

O
O
M
に
わ
た
る
合
通
河
が
復
奮
す
る
。
そ
し
て
こ
の
幹
線
水
路
の
確
立
が
、

や
が
て
北
京
へ
の
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補
給
瞳
制
全
瞳
に
お
い
て
決
定
的
な
意
義
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
洪
武
期
に
は
、
山
東
や
長
江
下
流
域
と
い
っ
た
地
か
ら
枚
取
し
た
税
糧
を
、
海
陸
に
ま
た
が
る
複
数
の
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ

て
モ
ン
ゴ
ル
戦
役
で
の
軍
糧
供
給
に
充
て
て
い
た
。
奨
鐸
が
明
ら
か
に
し
た
ご
と
く
、
合
通
河
の
開
通
に
際
し
て
は
、
糧
株
の
陸
上
輸
送
・
海

運
船
へ
の
積
み
替
え
作
業
と
い
っ
た
負
捨
を
軽
減
せ
ん
と
企
固
し
、
あ
ら
た
な
水
上
幹
線
ル

l
ト
に
よ
る
物
流
活
性
化
と
雇
用
創
出
を
も
く
ろ

(
社
)

む
、
山
東
の
地
方
官
・
現
地
出
身
官
僚
や
在
地
有
力
者
を
中
心
と
す
る
働
き
か
け
が
大
い
に
輿
っ
た
と
い
う
。
永
梁
期
の
運
河
遣
管
を
め
ぐ
る

上
記
の
政
策
的
推
移
で
興
味
深
い
の
は
、

や
が
て
数
百
高
石
(
数
十
寓
ト
ン
)
と
い
う
規
模
の
輪
迭
能
力
を
誇
る
車
線
的
な
常
備
兵
描
ラ
イ
ン
が
、

各
種
の
政
治
的
、
さ
ら
に
言
え
ば
な
か
ば
偶
設
的
な
フ
ァ
ク
タ
に
規
定
さ
れ
つ
つ
生
成
し
た
、
と
い
う
酷
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
北
宋
期
の
兵

拍
線
を
さ
ら
に
北
方
へ
七

0
0
凶
伸
ば
す
か
た
ち
で
江
南
燕
山
南
麓
を
結
ぶ
大
動
脈
が
完
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
京
と
い
う
地
に
大
規
模

な
非
農
業
人
口
を
養
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
同
時
に
、
封
北
京
補
給
全
瞳
に
お
け
る
長
江
流
域
の
重
要
性
が
運
河
ル

l
ト
の
整
備
に
件
い
格

別
の
側
面
か
ら
み
れ
ば
、

一
五
世
紀
以
降
の
漕
運
の
整
備
は
、
あ
ら
た
に
園
都
と
し
て
の
形
式
と
内
賓
を
整
え
つ
つ
あ
っ
た
北
京
へ
の
補
給

34 

段
に
増
大
す
る
一
方
、
洪
武
期
の
ご
と
き
山
東
な
ど
華
北
諸
省
の
果
た
す
役
割
は
、
相
封
的
に
低
下
す
る
。

が
、
徐
々
に
制
度
的
に
安
定
し
て
ゆ
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
永
楽
初
年
に
お
い
て
は
、
総
兵
官
の
陳
蹟
一
や
宣
信
に
封
し
て
連
年
の
よ
う
に
北
京

(
お
)

方
面
へ
の
海
運
が
護
令
さ
れ
て
お
り
、
永
山
栄
八
年
(
一
四
一

O
)
に
至
っ
て
は
、
経
費
不
足
を
理
由
に
、
湖
江
・
湖
麿
な
ど
長
江
流
域
各
地
の

布
政
使
司
・
都
指
揮
使
司
に
封
し
、
首
該
地
で
費
消
す
る
部
分
以
外
の
税
糧
ス
ト
ッ
ク
を
す
べ
て
北
京
へ

(
お
)

れ
て
い
る
。
ま
た
、
納
糧
問
中
や
輪
米
臆
罪
等
を
通
じ
て
、
各
地
よ
り
糧
米
を
北
京
に
集
中
せ
ん
と
八
方
手
が
童
く
さ
れ
て
い
た
の
も
こ
の
時

(
幻
)

期
だ
っ
た
。
い
わ
ば
、
特
定
官
僚
に
よ
る
糧
稼
の
確
保
能
力
と
い
っ
た
属
人
的
要
素
や
、
各
種
の
非
経
常
牧
入
に
、
新
都
で
の
消
費
生
活
の
基

「
白
行
督
運
」
す
る
こ
と
が
命
じ
ら

盤
が
強
く
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
永
梁
九
年
の
曾
通
河
完
成
、

そ
し
て
四
年
後
の
北
京
海
運
底
止
を
経
て
、
永
山
山
末
期
に
績
く
洪
照
・
官
一
徳
年
間
三
四
二
五
l
三

五
)
を
境
に
、

や
が
て
膨
大
な
ル

l
テ
ィ
ー
ン
業
務
を
伴
い
つ
つ
運
河
漕
運
は
安
定
し
た
北
京
へ
の
輸
送
量
を
賓
現
す
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、



前
述
の
運
河
路
の
整
備
に
加
え
、
徐
州
・
准
安
等
の
地
に
兵
拍
基
地
を
設
定
、

ス
ト
ッ
ク
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
フ
ロ

l
の
不
安
定
性
を

軽
減
し
た
こ
と
が
奉
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
永
梁
期
の
モ
ン
ゴ
ル
・
オ
イ
ラ
ト
に
封
す
る
軍
事
介
入
や
、
鄭
和
ら
に
よ
る
海
上
展
開
政
策
を
放
棄

(
お
)

し
た
結
果
、
鈴
剰
兵
員
を
漕
運
衛
所
へ
再
配
置
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
輯
重
部
隊
を
充
賓
さ
せ
る
の
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。(

お
)

以
上
の
結
果
、
王
公
百
官
に
分
配
さ
れ
る
白
糧
部
分
を
除
き
、
民
間
人
口
を
北
京
へ
の
補
給
の
た
め
に
徴
用
す
る
必
要
性
も
大
き
く
減
退
し
た
。

か
く
し
て
、
華
中
で
の
生
産
物
徐
剰
を
運
河
経
由
で
北
京
へ
吸
い
上
げ
る
と
い
う
一
五
世
紀
に
生
成
し
た
漕
運
シ
ス
テ
ム
は
、
以
後
「
租
法
」

を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
明
朝
の
各
種
制
度
の
裡
に
強
固
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

以
上
の
動
態
を
通
じ
、
北
京
(
北
平
)
へ
の
補
給
は
洪
武
期
に
お
け
る
複
数
の
回
路
か
ら
、
大
運
河
を
中
心
と
す
る
兵
拍
ラ
イ
ン
へ
と
ほ
ぼ

(
初
)

一
本
化
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
南
直
隷
・
漸
江
・
江
西
・
湖
底
・
山
東
・
河
南
の
線
計
六
ヶ
所
に
わ
た
る
「
有
漕
省
八
刀
」
か
ら
北
京
・

通
州
(
お
よ
び
北
京
東
方
の
、
水
平
)

へ
、
華
北
諸
省
の
起
運
税
糧
や
開
中
糧
は
北
遣
の
封
モ
ン
ゴ
ル
防
衛
線
へ
、
と
い
う
こ
系
統
に
補
給
の
ラ
イ
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ン
が
裁
然
と
分
化
す
る
に
至
っ
た
。
と
同
時
に
、
北
京
と
い
う
巨
大
都
市
へ
の
補
給
が
数
百
凶
圏
外
の
地
域
、
と
り
わ
け
長
江
下
流
デ
ル
タ
で

の
租
税
徴
牧
に
全
面
的
に
依
存
す
る
と
い
う
朕
況
も
固
定
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

な
お
、
洪
武
初
期
に
確
立
し
た
兵
農
分
離
・
衛
所
屯
田
に
よ
る
自
給
原
則
は
、
河
北
に
閲
し
て
は
首
初
よ
り
書
一
餅
に
蹄
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
た
と
え
ば
北
E
l
都
指
揮
使
に
よ
る
洪
武
二
八
年
(
一
三
九
六
)
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
管
下
衛
所
の
屯
田
よ
り
牧
取
す
る
「
租
」
が
年
額
一

(
氾
)

O
寓
絵
石
だ
っ
た
。
遷
都
以
降
の
状
況
に
闘
し
で
も
、
京
衛
屯
田
の
生
産
量
が
年
額
三

O
寓
石
徐
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
後
世
の
推
計
値
が
建
さ

(
沼
)

れ
て
い
る
。
四

O
高
人
と
い
う
北
京
・
河
北
駐
屯
の
兵
員
規
模
か
ら
す
れ
ば
、
軍
士
本
人
だ
け
で
も
年
間
一
回

O
高
石
以
上
の
糧
米
が
必
要
と

な
る
。
ま
し
て
や
家
族
の
泊
費
分
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
近
接
地
に
お
け
る
屯
田
か
ら
の
供
給
か
ら
は
到
底
ま
か
な
え
る
レ
ベ
ル
で
は
な

ぃ
。
こ
う
し
て
新
都
北
京
で
の
泊
費
人
口
の
掻
大
と
、
大
運
河
を
通
じ
た
補
給
盟
制
の
飛
躍
的
展
開
と
い
う
、
相
互
に
規
定
し
あ
う
雨
者
の
潮

流
の
な
か
、
「
畿
輔
」
か
ら
の
主
穀
補
給
は
後
景
に
し
り
ぞ
い
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

653 
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畿
輔
の
農
業
経
済

1 

明
初
の
戦
乱
と
移
民

そ
も
そ
も
明
極
初
に
お
け
る
河
北
は
、
農
業
生
産
の
面
か
ら
み
て
、
封
モ
ン
ゴ
ル
前
線
や
あ
ら
た
な
園
都
に
糧
株
を
補
給
す
る
係
件
を
紋
い

て
い
た
。
現
在
残
る
地
方
志
で
は
、
一
回
世
紀
の
河
北
が
著
し
い
荒
廃
状
況
に
直
面
し
て
い
た
と
い
う
記
述
は
随
慮
に
み
ら
れ
、
た
と
え
ば

ま
ち
U
ゅ

う

い

き

の

こ

り

(

お

)

「
奉
城
鋒
刃
に
催
り
、
老
幼
矛
遣
な
き
あ
る
に
至
る
」
と
記
憶
さ
れ
る
ほ
ど
首
地
の
枇
舎
に
深
い
爪
痕
を
残
し
た
。
甚
だ
し
い
場
合
、
「
存

し
(
汎
)

す
る
者
十
之
三
」
「
民
の
土
著
に
非
ざ
る
も
の
十
に
七
・
八
を
居
む
」
と
、
住
民
の
大
半
が
戟
乱
に
よ
っ
て
死
亡
・
離
散
を
飴
儀
な
く
さ
れ
た

賦
況
を
惇
え
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
定
型
句
は
、
後
述
す
る
洪
武
・
永
繁
期
の
山
西
移
民
の
政
策
的
前
提
、

お
よ
び
明
代
河
北
の
非
土
着
的
要
素
を
強
調

36 

す
る
際
の
前
段
と
し
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
元
末
l
建
丈
期
の
人
口
減
少
に
閲
し
て
記
述
史
料
を
額
面
通
り
評
慣
す
る
に
は
慎
重
さ
が

求
め
ら
れ
る
。
賓
際
、
戸
口
統
計
に
従
う
か
ぎ
り
、
こ
の
時
期
に
顕
著
な
人
口
饗
動
が
生
じ
た
痕
跡
を
見
い
だ
す
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な

(
お
)

ぃ
。
以
下
、
北
京
の
ヒ
ン
タ
l
ラ
ン
ド
、
河
北
に
お
け
る
要
素
賦
存
の
初
期
保
件
お
よ
び
長
期
的
動
向
を
追
う
べ
く
、
嘗
地
の
人
口
動
態
を
試

み
に
跡
づ
け
て
み
よ
う
(
【
表
1

】

)
0

一
三
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
、
戸
部
が
把
握
す
る
と
こ
ろ
の
河
北
の
口
敷
は
概
ね
上
昇
傾
向
を
示
し
て

(
お
)

い
る
。
至
元
七
年
(
一
二
七
O
)
か
ら
洪
武
一
四
年
(
一
三
八
一
)
ま
で
の
毎
年
の
平
均
増
加
率
は
三
・
一
八
%
で
あ
り
、
こ
れ
は
た
と
え
ば
弘

い
ず
れ
も
大
枠
で
は
あ
る
が
、

治
四
年
(
一
四
九
二
か
ら
高
暦
六
年
(
一
五
七
八
)
ま
で
の
こ
・
五
一
%
を
も
上
回
る
数
値
で
あ
る
。
史
料
系
統
が
異
な
る
た
め
安
易
な
比
較

は
許
さ
れ
な
い
が
、
各
種
の
制
度
的
(
政
府
に
よ
る
口
数
捕
捉
率
等
)
・
自
然
的
要
因
に
お
け
る
劇
的
な
シ
フ
ト
が
生
じ
た
と
蝦
定
し
な
い
か
ぎ

り
、
首
地
住
民
の
大
字
を
減
ず
る
よ
う
な
人
口
費
動
を
元
末
明
初
期
に
想
定
す
る
の
は
困
難
だ
ろ
う
。
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 北

直
隷
*
各
府
口
数

℃
、

M
 

順
天
府

永
平
府

保
定
府

i可
開
府

員
定
府

順
徳
府

康
平
府

大
名
府

延
慶
州

保
安
州

北
直
隷
言
|

至
克

7
(1
270) 

4
0
1
，3
5
0
 

3
5
，3
0
0
 

1
3
0
，9
4
0
 

1
6
8
，5
3
6
 

2
4
0
，6
7
0
 

1
2
4
，4
6
5
 

69
，0
8
2
 

1
6
0
，3
6
9
 

1
，3
3
0
，7
1
2
 

洪
武

H
(1381) 

1，8
9
3
，1
0
3
 

j共
武

26
(1
393) 

1
，9
2
6
，5
9
5
 

gL，i台
4

(1
491) 

6
6
9
，0
3
3
 

2
2
8
，9
4
4
 

5
8
2
，4
8
2
 

3
7
8
，6
5
8
 

5
9
7
，6
7
3
 

1
8
1
，8
2
5
 

2
1
2
，8
4
6
 

5
7
4
，9
7
2
 

2
，5
4
4
 

1
，5
6
0
 

3
，4
3
0
，5
3
7
 

弘
治

15
(1502) 

1
，2
0
5
，3
1
7
 

高
暦

6
(1
578) 

7
0
6
，8
6
1
 

2
5
5
，6
4
6
 

5
2
5
，0
8
3
 

4
1
9
，1
5
2
 

1，
0
9
3
，531 

2
8
1
，9
5
7
 

2
6
4
，8
9
8
 

6
9
2
，0
5
8
 

19
，2
6
7
 

6
，4
4
5
 

4
，2
6
4
，8
9
8
 

年
平
均

J曾
加
率

0
.
6
3
 

l. 
27 

-
l
.
19 

1， 
17 

6
.
9
7
 

5
.
0
6
 

2
.
5
2
 

2
.
1
3
 

2
3
.
5
4
 

1
6
.
4
2
 

2
.
5
1
 

(見。)
(1
4
9
1
-
1
5
7
8
)
 

*
永
幾
克
年
(
1
403)

以
前
は
、
中
書
省
の
う
ち
大
都
路
・
永
平
路
・
上
部
路
・
保
定
路
・
河
閉
路
・
員
定
路
・

)1民
徳
路
・
底
ー
で
路
・
大
名
路
部
分
、
あ
る
い
は
北
干
布

政
使
司
を
指
す
。
ま
た
、
延
慶
は
隆
慶
元
年
以
前
の
隆
慶
州
も
含
む
。

典
擦
:
至
元

7
年
の
数
値
は
『
冗
史
」
巻

5
8
-
6
3
に
、
洪
武

26
・
弘
治

4
年
・
高
暦

6
年
の
数
値
は
寓
暦
『
大
明
曾
典
」
巻

19
・
戸
部
に
、
そ
の
他
は
横
円
(
1
938)

p.133 

に
基
づ
く
。
な
お
、
至
元

7
年
の
各
欄
に
つ
い
て
は
、
明
代
の
行
政
直
霊
と
は
一
致
し
な
い
も
の
の
、
大
都
路
を
順
天
府
欄
に
入
れ
た
の
を
除
い
て
、
す
べ
て
同
一
名

の
路
の
記
載
を
割
り
振
っ
た

C
e
g
永
平
路
二
今
永
平
府

etc.)
。

目白申
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一
回
世
紀
以
降
に
お
け
る
口
数
の
躍
起
的
増
加
を
如
賓
に
示
す
。
逆
に
こ
の
よ
う
な
上
昇
幅
の
大

む
な
し

き
さ
が
、
明
極
初
段
階
で
の
登
録
口
数
の
稀
少
さ
を
際
だ
た
せ
る
。
地
方
志
史
料
で
「
境
内
の
団
地
は
、
園
初
太
字
弛
荒
せ
ら
る
」
「
地
瞬
く

(

約

)

じ

ん

こ

う

ぞ

も

っ

た

い

人
稀
な
り
」
等
の
表
現
が
な
か
ば
ク
リ
l
シ
ェ
と
し
て
定
型
化
す
る
一
方
、
一
五
世
紀
以
降
の
「
生
歯
日
繁
」
と
い
う
朕
況
が
数
多
の
地
方
志

(
判
)

に
記
載
さ
れ
る
貼
か
ら
み
て
も
、
人
口
統
計
事
上
、
二
疋
の
非
可
逆
的
建
化
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
勢
働
力
分
布
の
面
か
ら
す
れ
ば
、

以
上
の
よ
う
に
、
河
北
の
戸
口
統
計
は

元
末
い
ら
い
の
戦
乱
に
よ
る
壊
滅
的
影
響
の
存
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
明
初
の
河
北
地
域
が
北
京
の
後
背
地
と
し
て
首
初
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
も
あ
る
意
味
嘗
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
戸
口
統
計
と
し
て
記
載
さ
れ
た
数
値
そ
の
も
の
は
、
も
と
よ
り
人
口
や
移
民
規
模
の
(
貫
教
を
直
接
的
に
一
不
す
デ
l
タ
で
は
あ
り

え
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
で
讃
み
と
る
べ
き
は
、

デ
ー
タ
の
推
移
が
示
す
各
地
域
聞
に
み
ら
れ
る
顕
著
な
差
異
で
あ
る
。
府
ご
と
の
数
値
を
得
る

こ
と
の
で
き
る
弘
治
四
年
l
高
暦
六
年
の
八
七
年
聞
に
お
け
る
口
数
の
伸
び
率
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
員
定
・
順
梧
府
等
で
の
年
間
平
均
上
昇

38 

率
は
五
%
を
超
え
、
相
封
的
に
高
い
値
を
示
す
。
北
京
の
宛
平
・
大
興
雨
牒
を
含
む
順
天
府
は
、
逆
に
著
し
く
低
い
上
昇
率
し
か
示
し
て
い
な

い
が
、
こ
れ
は
北
京
域
内
人
口
の
多
く
が
官
僚
・
膏
吏
・
軍
士
お
よ
び
そ
の
家
属
に
よ
り
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
城
内
人
口
じ
た
い
が

(
札
)

牒
街
門
の
把
握
能
力
を
超
え
て
大
き
く
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
状
況
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
河
聞
や
保
定
の
よ
う
に
口
数
の
伸
び
幅

が
小
さ
い
、
ま
た
は
減
少
を
示
す
府
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
断
片
的
な
情
報
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、

よ
り
立
瞳
的
に
把
握
す
べ
く
、
特
に
地
理
的
な
要
因
に
注
意
を
梯
い
つ
つ
「
首
都
へ
の
主

穀
供
給
」
と
い
う
問
題
と
リ
ン
ク
さ
せ
た
い
。

2 

地
丈
・
水
丈
環
境
と
要
素
賦
存
|
|
二
つ
の
型
|
|
|

(
1
)
 
田
土
統
計
の
推
移
と
地
域
間
比
較

明
初
以
来
、
河
北
地
域
は
人
口
稀
薄
な
状
態
か
ら
脱
す
る
と
と
も
に
、
域
内
に
お
け
る
農
業
生
産
も
総
量
と
し
て
は
徐
々
に
上
昇
傾
向
に
入



っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
農
業
部
門
で
の
活
性
化
を
代
表
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
、
耕
地
面
積
に
着
目
す
る
。
【
表
2
】
に
掲
げ
た
の

は
田
土
統
計
、

つ
ま
り
課
税
封
象
と
し
て
中
央
が
把
握
し
た
耕
地
の
総
数
で
あ
る
。

最
初
に
欄
れ
る
べ
き
は
、
こ
の
統
計
の
含
意
で
あ
る
。
た
と
え
ば

『
舎
血
ハ
』
所
載
の
洪
武
二
六
年
(
一
三
九
三
)
数
値
は
、
賓
際
の
課
税
封

象
農
地
で
す
ら
な
く
、
可
耕
地
面
積
の
ラ
フ
な
見
積
も
り
を
示
し
た
「
諸
司
職
掌
」
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
貼
り
附
け
た
も
の
に
す
、
ぎ
な
い
。
他

(
必
)

方
、
弘
治
・
高
暦
以
降
の
畝
数
は
、
直
、
近
の
賦
役
黄
加
に
よ
る
報
告
か
ら
合
算
し
た
数
値
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
四
世
紀
と
一
五
世
紀
の
デ
l
タ

は
互
い
に
異
質
な
も
の
で
あ
り
、
洪
武
か
ら
弘
治
に
か
け
て
、
明
朝
の
把
握
す
る
田
土
の
総
数
が
表
中
(
北
直
隷
合
計
欄
)
の
数
値
の
よ
う
に

激
減
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

も
と
よ
り
、
田
土
統
計
に
見
え
る
畝
数
を
、
現
貰
に
存
在
し
た
農
地
の
面
積
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
耕
地
面
積
を
正
確
に
測
量
す
る

技
術
の
快
如
と
い
う
レ
ベ
ル
以
前
に
、
明
代
河
北
に
数
多
く
分
布
し
て
い
た
功
臣
・
諸
王
た
ち
の
荘
田
や
先
に
鰯
れ
た
衛
所
屯
田
の
問
題
も
考

(
日
)

慮
す
べ
き
だ
ろ
う
。
一
六
世
紀
以
降
、
こ
う
し
た
戸
部
府
州
豚
の
徴
税
ラ
イ
ン
の
外
部
に
あ
っ
た
土
地
は
雨
税
・
揺
役
の
賦
課
釘
象
と
し
て

39 

徐
々
に
地
方
財
政
に
取
り
込
ま
れ
て
ゆ
く
の
だ
が
、
上
掲
の
田
土
統
計
が
、
北
直
隷
の
農
地
を
悉
皆
的
に
調
査
し
た
結
果
で
は
な
い
貼
に
つ
い

て
は
、
何
度
強
調
し
て
も
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

【
山

m
M】

ι
R

匹
一
郷
市
中
弓
田
佳
品
戸
簿
(
冊
問
・
酒
)
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と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
一
六
世
紀
の
傾
向
に
つ
い
て
、

(
叫
)

い
く
つ
か
の
貼
は
看
取
可
能
で
あ
る
。
①
敷
値
の
費
動
が
み
ら
れ
な
い
麿
平
府
、

延
慶
・
保
安
州
を
除
け
ば
、
州
牒
系
統
の
把
握
し
た
課
税
封
象
農
地
は
、
概
ね
北
直
隷
全
瞳
で
増
大
の
趨
勢
を
一
不
す
。
こ
の
趨
勢
は
、
た
と
え

ば
明
初
の
低
開
護
状
況
を
前
提
と
し
て
河
北
に
康
範
に
分
布
し
て
い
た
、
軍
馬
飼
育
・
繁
殖
用
の
「
牧
馬
草
場
」
が
、

(
一
心
)

耕
地
と
し
て
地
目
饗
更
さ
れ
て
ゆ
く
傾
向
と
も
一
致
す
る
。

一
五
世
紀
以
降
徐
々
に

②
特
に
、
河
聞
府
で
の
登
銀
田
土
面
積
の
伸
び
率
が
三
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
鈷
が
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
上
昇
幅
は
、
奮
来
、
た
と
え
ば

州
豚
財
政
が
捕
捉
で
き
な
か
っ
た
隠
占
回
土
が
起
科
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、
純
然
た
る
未
耕
地
の
開
拓
も
あ
る

(
必
)

程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
個
別
事
例
に
す
ぎ
な
い
が
、

(
幻
)

回
顧
す
る
記
述
も
、
宮
地
の
地
方
志
の
な
か
に
断
片
的
に
見
ら
れ
る
。

一
五
世
紀
の
開
護
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
地
主
的
経
替
の
あ
り
方
を

③
同
時
に
、
伸
び
率
の
額
著
な
河
間
・
保
定
等
の
府
に
て
、

口
数
一
人
あ
た
り
の
農
地
面
積
も
、
相
封
的
に
高
い
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
が
首
地
に
お
け
る
所
有
・
経
昔
規
模
の
大
き
さ
を
直
接
表
す
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
二

O
世
紀
段
階
で
も
相
封
的
に
疎

ら
な
人
口
分
布
を
示
す
河
北
東
部
の
低
地
地
帯
の
特
徴
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
あ
る
程
度
は
理
解
可
能
で
あ
る
。
ま
た

【表
1

】

で
示
し
た
よ

40 

う
に
、
河
間
・
保
定
が
口
数
の
増
大
幅
が
比
較
的
小
さ
な
、
ま
た
は
減
少
を
示
す
府
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
見
逃
せ
な
い
酷
で
あ
る
。

④
他
方
、
河
北
西
部
の
河
谷
平
原
地
帯
に
位
置
す
る
員
定
府
や
順
徳
府
な
ど
の
毎
日
田
土
面
積
は
、
比
較
的
低
い
数
値
で
あ
る
。
先
に
見
た

こ
れ
ら
の
府
に
お
け
る
口
数
の
高
い
伸
び
卒
と
考
え
併
せ
れ
ば
、

一
六
世
紀
の
段
階
で
こ
の
地
域
の
勢
働
力
が
相
封
的
に
桐
密
に
分
布
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
。

以
上
の
な
か
ば
印
象
論
に
す
、
ぎ
な
い
素
描
に
封
し
、
念
の
た
め
、
初
歩
的
な
統
計
同
学
的
手
法
を
用
い
て
確
認
し
て
み
る
。
延
慶
・
保
安
雨
州

を
除
く
北
直
隷
八
府
の
口
数
増
減
率
・
田
土
頃
数
の
増
減
率
・
毎
日
田
土
面
積
を
、
そ
れ
ぞ
れ
人
口
増
減
率
・
耕
地
面
積
の
増
減
率
・

一
六
世

紀
段
階
の
人
口
/
耕
地
面
積
比
率
の
代
理
指
標
と
み
な
し
、
こ
れ
ら
三
種
の
饗
数
で
ク
ラ
ス
タ
l
分
析
を
加
え
た
。
ク
ラ
ス
タ
l
分
析
と
は
、
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複
数
の
饗
数
が
示
す
特
徴
か
ら
封
象
ど
う
し
の
非
類
似
度
H

距
離
を
算
出
し
、
こ
れ
を
基
に
段
階
的
に
少
数
の
群
H

ク
ラ
ス
タ

1
へ
と
分
類
を

絞
り
込
ん
で
ゆ
く
手
法
で
あ
る
。
ウ
ォ

l
ド
法
に
基
づ
く
分
析
の
過
程
、

お
よ
び
分
析
結
果
を
覗
量
化
す
る
た
め
の
↓
ア
ン
ド
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

員
定
・
順
梧
・
康
平
・
大
名
府
、

て
は
省
略
す
る
が
、
以
上
の
分
析
の
結
果
、
北
直
隷
各
府
は
最
終
的
に
二
種
類
の
地
域
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ク
ラ
ス
タ
1
1
1水
平
・

(
的
)

ク
ラ
ス
タ
l
2
H
順
天
・
保
定
・
河
間
府
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
類
型
は
、
(
も
し
偶
然
で
な
い
と
す
れ
ば
)

(
日
)

【園
1
】
。
以

お
よ
び
同
じ
く
東
部
・
中
央
部
の
低
地
地
帯
と
い
う
自
然
地
理
上
の
布
置
に
ほ
ぼ
封
麿
す
る

北
直
隷
西
部
の
河
谷
平
原
地
帯
、

下
、
地
貌
な
ど
の
環
境
要
因
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
こ
れ
ら
二
つ
の
タ
イ
プ
に
大
別
し
た
上
で
、
明
代
以
降
の
農
業
経
済
に
つ
い
て
考
察
を
す
す

め
よ
、
っ
。

(
2
)
 
生
態
的
利
用
の
諸
相

42 

ま
ず
は
ク
ラ
ス
タ

1
1
に
お
け
る
農
業
生
産
に
闘
し
、
特
に
主
穀
の
問
題
を
軸
に
考
え
て
み
る
。
こ
の
地
域
で
は
河
川
の
堆
積
物
が
い
く
つ

も
の
扇
賦
地
を
形
成
し
、
概
ね
平
均
斜
度
四
・
八
/
一

0
0
0程
度
の
緩
傾
斜
地
に
集
落
が
分
布
す
る
。
全
般
的
傾
向
と
し
て
排
水
容
易
な
地

(
日
)

勢
に
あ
り
、
重
力
・
天
水
・
井
水
濯
瓶
が
明
清
期
よ
り
護
達
し
た
。
こ
れ
ら
燕
山
l
太
行
山
麓
の
河
谷
平
原
地
帯
に
て
、
(
東
部
の
沖
積
平
原
に

(
辺
)

比
す
れ
ば
)
集
落
形
成
が
比
較
的
早
期
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
黙
に
鑑
み
て
、
相
封
的
に
定
住
に
適
し
た
環
境
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、

こ
の
タ
イ
プ
の
自
然
地
理
的
環
境
で
の
農
地
・
州
労
働
力
分
布
お
よ
び
農
業
生
産
の
モ
デ
ル
を
、
般
に
「
河
谷
平
原
型
」
と
名
附
け
て
お
こ
う
。

戸
口
統
計
か
ら
窺
え
る
高
い
人
口
伸
び
率
、

お
よ
び
人
丁
ご
と
の
田
土
面
積
の
狭
小
さ
が
示
唆
す
る
の
は
、
こ
の
地
域
の
相
封
的
な
開
設
段
階

お
よ
び
土
地
生
産
性
の
高
さ
で
あ
る
。
以
下
、
高
い
土
地
|
|
人
口
比
率
の
背
景
に
あ
る
諸
僚
件
を
、
輪
作
盟
系
と
い
う
角
度
か
ら
眺
め
て
み

る。
同
一
圃
場
に
て
単
年
度
に
複
数
の
作
物
を
生
産
す
る
方
式
と
し
て
は
各
種
あ
る
も
の
の
、
華
北
の
場
合
、
秋
作
(
粟
・
高
梁
)
春
作
(
小

安
)
秋
作
(
大
豆
)
と
い
う
サ
イ
ク
ル
、

い
わ
ゆ
る
二
年
三
毛
作
が
一
般
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
、

一
九
三

0
年
代
の
段
階
で
も
、
必



(
日
)

ず
し
も
河
北
全
土
に
輪
作
が
普
及
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
貼
か
ら
す
れ
ば
、
明
清
期
以
前
に
お
い
て
二
年
三
毛
作
が
遍
く
擦
が
っ
て
い
た
状

(
日
)

況
も
想
定
し
が
た
い
。
輪
作
盟
系
の
成
立
じ
た
い
は
、
一
般
的
に
は
各
農
家
収
入
の
増
大
・
地
域
レ
ベ
ル
の
総
生
産
量
上
昇
、
お
よ
び
収
穫
期

(
日
)

の
複
数
化
に
と
も
な
う
凶
作
リ
ス
ク
の
分
散
、
と
い
っ
た
諸
致
用
を
有
す
る
も
の
の
、
明
清
期
の
河
北
で
は
依
然
と
し
て
軍
作
に
よ
る
農
家
経

(
山
川
)

菅
が
麿
く
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
輪
作
と
い
う
作
附
サ
イ
ク
ル
が
成
立
す
る
た
め
の
前
提
候
件
、
お
よ
び
そ
の
地
域
的
分
布
に
閲
し
て
で
あ
る
。
明
代
河
北
に
て
粟

(
訂
)

が
基
幹
作
物
と
し
て
麿
く
作
附
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
二

O
世
紀
以
降
の
農
村
調
査
で
も
小
委
草
作
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ

(
時
)ば

、
首
該
地
の
輪
作
瞳
系
の
成
立
に
と
っ
て
は
、
秋
作
た
る
粟
収
穫
後
に
小
委
作
を
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

そ
の
た
め
の
候
件
は
、
大
枠
と
し
て
は
二
酷
奉
げ
う
る
。
第
一
に
、
粟
冬
小
委
の
連
作
を
行
う
際
、
栗
牧
穫
秋
耕
|
小
委
播
種
・
地
均

し
等
の
入
念
な
作
業
が
必
須
と
な
る
が
、
こ
う
い
っ
た
農
作
業
や
地
力
維
持
に
要
す
る
施
肥
に
は
、
追
加
的
に
多
く
の
川
労
働
力
を
投
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
小
委
作
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
濯
瓶
篠
件
と
同
時
に
、
排
水
も
固
滑
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

43 

第
一
貼
目
に
閲
し
て
い
え
ば
、
河
谷
平
原
型
地
域
で
は
先
述
の
よ
う
に
戸
口
・
田
土
統
計
か
ら
み
て
、
農
地
面
積
あ
た
り
の
労
働
力
供
給
が
相

針
的
に
豊
富
だ
っ
た
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
税
役
負
捨
封
象
に
か
か
わ
る
数
値
の
多
寡
を
以
て
要
素
賦
存
の
あ
り
方
を
直
接
的
に
導
出
す
る
こ
と
は

一
軍
位
あ
た
り
の
追
加
的
な
勢
働
コ
ス
ト
を
相
封
的
に
低
い

(
ぬ
)

も
の
と
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
労
働
集
約
的
な
輪
作
睦
系
が
成
立
す
る
た
め
に
比
較
的
良
好
な
初
期
候
件
を
提
供
し
た
可
能
性
は
高
い
。

よ
り
重
要
な
問
題
と
し
て
、
第
二
貼
目
と
し
て
畢
げ
た
、
自
然
地
理
的
保
件
が
規
定
的
な
意
味
を
も
っ
。
秋
作
物
の
牧
穫
・
小
委
播
種
が
行

わ
れ
る
八

l
九
月
に
か
け
て
は
、
年
間
降
水
量
の
七
割
近
く
が
集
中
す
る
た
め
、
耕
地
に
お
け
る
排
水
が
順
調
に
行
わ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
小
委

(
印
)

作
を
導
入
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
水
が
退
く
の
を
待
っ
て
播
種
が
遅
れ
る
と
、
牧
穫
量
が
激
減
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
排
水

(
日
)

係
件
が
良
好
な
地
域
で
は
、
夏
秋
の
降
雨
に
よ
る
増
水
が
地
力
回
復
に
直
結
し
、
秋
作
収
穫
小
委
播
種
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に
と
っ
て
絶
好
の

で
き
な
い
も
の
の
、
こ
の
タ
イ
プ
の
地
域
で
は
、
人
口
上
昇
ト
レ
ン
ド
に
よ
り
、
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候
件
を
提
供
す
る
。
こ
の
酷
か
ら
み
て
も
、
太
行
山
脈
束
麓
と
い
う
立
地
候
件
を
も
っ
河
谷
平
原
型
の
地
域
が
、
地
貌
・
水
丈
か
ら
み
て
全
般
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的
に
輪
作
瞳
系
の
成
立
を
容
易
な
ら
し
め
る
環
境
に
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
に
闘
し
て
は
、
「
河
谷
平
原
型
」

の
封
を
な
す
も
う
一
つ
の
ク
ラ
ス
タ

l
、

つ
ま
り
北
直
隷
東
部
の
沖
積
平
原
地
帯
、
特
に
河

間
・
順
天
府
域
の
低
摂
地
と
比
較
し
た
方
が
理
解
し
や
す
い
。
伎
に
ク
ラ
ス
タ

1
2
に
お
け
る
要
素
賦
存
と
農
業
生
産
の
あ
り
方
を
「
低
地

型
」
と
呼
ぼ
う
。
概
ね
標
高
五

O
m
以
下
の
沖
積
平
原
地
帯
に
位
置
し
、
平
均
斜
度
一
/
一

0
0
0
0前
後
と
い
う
平
坦
な
地
貌
で
特
徴
づ
け

ら
れ
る
首
該
地
は
、
助
海
湾
の
潮
汐
の
影
響
か
ら
、
盤
化
潮
土

(ω

山口

E
E
5
2
2ロ
ω
C
乙
)
と
し
て
匝
分
さ
れ
る
土
壌
が
分
布
す
る
。
地
表

面
に
瞳
基
性
盟
・
中
性
盟
が
堆
積
す
る
た
め
、
ア
ル
カ
リ
土
壌
と
な
る
。
ま
た
、
特
に
粒
径

0
・
0
五
m
以
下
の
粘
土
が
卓
越
す
る
地
域
で
は
、

(
臼
)

排
水
篠
件
も
劣
悪
で
あ
る
。
こ
の
候
件
下
、
全
般
的
傾
向
と
し
て
、
秋
作
牧
穫
後
の
小
委
植
え
つ
け
は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
先
に
奉
げ

た
戸
口
統
計
も
、
追
加
的
な
盤
労
働
力
投
下
に
よ
り
粟
小
委
大
豆
等
の
輪
作
瞳
系
を
構
築
す
る
候
件
を
、
こ
の
地
が
相
封
的
に
放
い
て
い
た

こ
と
を
示
唆
す
る
。

以
上
の
見
通
し
に
つ
き
、
さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら
検
誼
を
加
え
る
。
ク
ラ
ス
タ
1
1
(
河
火
口
千
原
型
)
と
ク
ラ
ス
タ
1
2
(低
地
型
)
の
い
ず

44 

れ
に
て
輪
作
が
相
封
的
に
卓
越
し
て
い
た
か
に
閲
し
て
、
以
下
、
『
(
貫
録
」
中
の
農
業
災
害
記
事
に
釘
す
る
分
析
を
通
じ
て
考
え
た
い
。

先
述
の
通
り
、
秋
作
物
た
る
栗
・
大
豆
と
、
春
作
の
小
委
と
で
は
、
作
附
や
穀
債
の
短
期
間
問
先
動
の
サ
イ
ク
ル
を
異
に
す
る
。
農
業
災
害
と
し

て
認
定
さ
れ
た
の
が
何
月
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
作
附
サ
イ
ク
ル
に
封
し
て
被
害
を
奥
え
た
か
、

つ
ま
り
何
が
作
附
け
ら
れ

て
い
た
か
と
い
う
問
題
に
封
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
可
能
と
な
る
。
皇
帝
へ
の
報
告
と
賓
際
の
災
害
護
生
と
の
聞
に
、

(

山

山

)

の
は
間
違
い
な
い
も
の
の
、
北
京
と
の
地
理
的
近
接
性
か
ら
み
て
、
ま
た
災
害
の
報
告
が
各
月
に
分
布
し
て
い
る
酷
か
ら
す
れ
ば
、
編
年
史
料

(
削
)

は
災
害
愛
生
時
駐
を
特
定
す
る
た
め
の
近
似
値
的
な
デ
l
タ
を
充
分
提
供
し
え
よ
う
。

二
疋
の
時
間
差
が
存
在
し
た

そ
こ
で
、
明
一
代
の
北
直
隷
で
の
農
業
災
害
に
閲
す
る
『
賓
録
』
記
事
か
ら
、
府
が
特
定
で
き
る
も
の
一

O
O賄
徐
り
を
集
計
し
、
前
項
に

て
分
類
し
た
二
つ
の
地
域
モ
デ
ル
に
分
け
た
上
で
月
ご
と
に
件
数
を
ま
と
め
た
の
が
【
園
2

】

で
あ
る
。

一
瞥
す
る
な
ら
ば
、
春
先
か
ら
六
月

に
か
け
て
日
干
害
が
、
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
水
害
が
中
央
に
報
告
さ
れ
る
頻
度
が
上
昇
す
る
の
が
窺
え
る
。
タ
イ
ム
ラ
グ
を
考
慮
し
て
も
、
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クラスター 1(河谷平原型=貫定・ Jf[買徳・贋平・大名・永平府)
件数
10 

5 九 .. ' ... _，..へ/・.

l u vr  ア『- 水害
0 ・ lF「 l-F

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月(陰暦)

クラスター 2(低地型=河問順天保定府)
件数

5l 三 T旦宝口

。~~;;;~)<イ J斗~て一水害
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月(陰暦)

明代北直隷農業災害の月別君主生件数[園 21
典擦・『賓録』

[園31 二年三毛作の典型的作附サイクル

王・謝・貰(1998): p.73より作成。

前
者
が
小
委
の
牧
穫
期
、
後
者
が
秋
作
物

の
収
穫
期
に
ほ
ぼ
封
摩
す
る
と
い
う
、

つ
の
ク
ラ
ス
タ

l
に
共
通
す
る
パ
タ
ー
ン

を
見
て
取
れ
よ
う
。
前
者
の
ピ

l
ク
の
場

合
、
冬
期
春
期
の
農
業
用
水
源
枯
渇
に

よ
る
小
委
生
産
へ
の
打
撃
が
、
後
者
の
場

合
は
河
川
の
氾
濫
・
増
水
に
よ
り
秋
作
物

定が
で水
き i支
るす
。る

特と
に γ
、つ

夏書
萎手
倶そ
なれ
枯(ぞ
るを5れ
L一 本日
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と
い
う
状
況
が
深
刻
な
農
業
災
害
と
し
て

認
識
さ
れ
る
ほ
ど
、
冬
小
委
作
は
明
代
北

直
隷
の
再
生
産
に
あ
る
程
度
組
み
込
ま
れ

て
い
た
。
秋
作
後
の
小
委
作
導
入
を
多
毛

作
成
立
の
指
標
と
す
る
な
ら
ば
、

い
ず
れ

の
地
域
で
も
こ
の
賦
況
は
共
通
す
る
。

同
時
に
、
特
筆
に
値
す
る
の
は
、
二
つ

の
ク
ラ
ス
タ

l
聞
で
上
記
の
パ
タ
ー
ン
に

一
定
の
差
異
が
存
在
す
る
と
い
う
賄
で
あ

る
。
と
り
わ
け
小
委
の
作
附
サ
イ
ク
ル
に
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重
な
る
春
先
六
月
の
日
干
害
の
護
生
件
数
は
、
河
谷
平
原
型
地
域
に
お
け
る
そ
れ
が
低
地
型
を
大
き
く
凌
駕
し
、
件
数
に
し
て
二
倍
以
上
に
達

す
る
。
単
純
化
す
る
な
ら
ば
、
日
干
害
が
集
中
的
に
現
れ
る
河
谷
千
原
型
に
、
二
年
三
毛
作
H

集
約
的
な
農
業
生
産
様
式
が
重
貼
的
に
分
布
し
て

(
前
)

い
る
(
逆
に
い
え
ば
水
害
愛
生
の
額
著
な
低
地
型
地
域
で
は
、
も
と
も
と
小
委
播
種
を
阻
害
す
る
要
因
が
強
く
働
い
て
い
た
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上

は
、
先
に
挙
げ
た
戸
口
・
田
土
統
計
の
分
析
か
ら
導
か
れ
た
仮
説
、
す
な
わ
ち
北
直
隷
西
部
の
河
谷
千
原
地
帯
H

桐
密
な
人
口
分
布
・
労
働
集

約
的
な
農
業
生
産
、
東
部
の
低
地
H
H

粗
放
な
農
業
生
産
と
い
う
見
通
し
を
あ
る
程
度
補
強
す
る
。

い
ず
れ
も
相
封
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
前
段
で
奉
げ
た
戸
口
・
回
土
統
計
に
現
れ
る
二
つ
の
型
が
、
水
丈
環

境
を
規
定
要
因
と
す
る
農
業
生
産
上
の
僚
件
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
酷
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
初
期
保
件
に
お
い
て

は
環
境
的
要
因
が
強
く
作
用
し
つ
つ
、
人
口
増
↓
集
約
的
農
法
の
普
及
↓
人
口
増
と
い
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
は
た
ら
き
、
盤
労
働
力
分
布
の
面

で
封
照
的
な
二
つ
の
方
向
へ
と
各
地
域
を
分
化
さ
せ
る
と
い
う
固
式
が
想
定
で
き
る
。
以
下
、
章
を
改
め
て
以
上
の
知
見
の
イ
ン
プ
リ
ケ
l
シ

ヨ
ン
を
考
え
て
み
た
い
。
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運
河
・
ヒ
ン
タ

1
ラ
ン
ド
、

お
よ
び
「
西
北
水
利
」

首
都
へ
の
補
給
と
い
う
本
稿
の
主
題
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
前
章
で
提
示
し
た
明
代
北
直
隷
の
農
業
経
済
・
要
素
賦
存
を
め
ぐ
る
長
期
的
動
態
、

お
よ
び
二
つ
の
地
域
的
殻
展
モ
デ
ル
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
以
下
の
諸
酷
で
あ
る
。

第
一
に
、
人
口
の
自
然
増
や
各
種
の
政
策
枠
組
み
を
通
じ
、
畿
輔
は
首
都
北
京
の
後
背
地
|
|
明
代
の
場
合
、
最
も
重
要
な
機
能
と
し
て
首

都
へ
の
主
穀
供
給
源
ー
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
う
る
候
件
を
、
量
的
に
は
徐
々
に
整
え
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
章
【
表
2
】
で

一
六
世
紀
の
初
頭
か
ら
末
に
か
け
て
の
数
十
年
間
、
黄
冊
を
集
計
し
た
課
税
封
象
農
地
の
面
積
は
北
直
隷
全
躍
で
二

O
齢
高
頃

示
し
た
通
り
、

(
一
高
凶
飴
り
)
の
増
加
を
み
せ
て
い
る
。
畝
あ
た
り
一
斗
の
課
税
率
で
単
純
計
算
し
て
も
、
年
額
四

O
O高
石
と
い
う
漕
運
糧
の
竿
ば
を
占

め
る
税
牧
増
が
見
込
め
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
【
表
3
】
に
み
え
る
よ
う
に
同
時
期
に
お
け
る
北
直
隷
各
府
の
税
牧
は
、

ほ
ほ
固
定
的
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明代北直隷税糧額

夏 税 秋 キ量

小委(石) 177，405 米(石) 417，117 
弘治15

人丁総折絹(疋) 31，731 地畝綿花縦(斤) 104，047 
( 1502) 

農桑折絹(疋) 13，325 

小委(む) 176，522 米(む) 414，997 
高厚手 6

人丁総折絹(疋) 31‘958 地畝綿花減(斤) 103‘739 
(1578) 

農桑折絹(疋) 13，322 

[表31

で
あ
る
。
藤
井
宏
に
よ
れ
ば
、
北
直
隷
で
そ
の
田
土
面
積
の
伸
び
に
反
し
て
税
牧
額
が
硬
直
的
な
も
の
に

止
ま
る
の
は
、
黄
珊
編
審
に
際
し
て
地
方
官
た
ち
が
精
力
的
に
丈
量
を
行
っ
た
も
の
の
、
そ
の
政
策
的
主

眼
が
挽
牧
の
増
大
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
隠
占
田
土
の
摘
設
と
租
税
負
携
の
均
等
化
(
均
糧
)
に
置
か
れ

(
町
山
)

て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
は
、
課
税
封
象
田
土
の
面
積
の
貫
教
と
雨
税
の
起
運
・
存
留
額
そ
の
も

典擦.蔦暦『大明曾典」巻24・戸部・税糧 1および同巻24・戸部・税粧 2

の
が
必
ず
し
も
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
財
政
的
牧
取
の
構
造
に
関
わ
る
問
題

で
あ
る
と
同
時
に
、
明
初
期
以
来
の
農
業
経
済
護
展
(
線
量
と
し
て
の
農
地
而
積
増
大
・
お
よ
び
そ
の
論
理
的

締
結
と
し
て
の
主
穀
生
産
量
増
大
)
と
は
裏
腹
に
、
北
直
隷
か
ら
は
財
政
チ
ャ
ネ
ル
を
経
由
し
た
首
都
へ
の

主
穀
供
給
が
明
代
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
増
大
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
た
が
っ
て
第
二
と
し
て
、
非
財
政
的
チ
ャ
ネ
ル
の
も
の
も
含
め
、
北
京
へ
の
主
穀
供
給
が
漕
運
糧
を

代
替
し
え
な
か
っ
た
理
由
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
諸
フ
ァ
ク
タ
の
絡
み
合
い
に
立
ち
返
っ
て
考
え
ね
ば
な

(
似
)

ら
な
い
。
こ
れ
は
車
純
に
、
た
と
え
ば
宜
官
・
功
臣
ら
特
権
層
に
よ
る
利
得
濁
占
と
い
う
分
配
構
造
の
み
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に
蹄
し
う
る
問
題
で
は
な
い
。
前
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
王
朝
側
の
統
計
に
み
え
る
要
素
賦
存
の
型
は
北

直
隷
各
府
で
異
な
る
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
お
り
、
大
枠
と
し
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
た
。
こ
の

う
ち
、
河
谷
平
原
地
帯
型
と
し
て
類
型
化
し
た
太
行
山
脈
東
麓
の
諸
地
域
で
は
、
輪
作
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
車
位
面
積
あ
た
り
の
生
産
性
・
盤
労
働
集
約
性
の
い
ず
れ
も
が
相
封
的
に
高
い
農
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

主
穀
の
生
産
総
量
と
い
う
面
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
こ
そ
、
少
な
く
と
も
非
財
政
的
経
路
を

通
じ
た
北
京
向
け
の
主
穀
供
給
が
増
大
す
べ
き
な
の
だ
が
、
現
賓
に
は
そ
の
よ
う
な
文
献
史
料
を
見
出
す

の
は
容
易
で
は
な
い
。

論
理
的
に
は
、
要
因
と
し
て
二
貼
奉
げ
う
る
。
①
相
封
的
に
桐
密
な
人
口
分
布
の
な
か
、
主
穀
生
産
の
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上
昇
分
は
人
口
増
加
分
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
太
行
山
脈
沿
い
の
地
域
で
は
棉
花
な
ど
の
商
業
作
物
栽
培
、

お
よ
び
棉
業
な
ど
の
プ
ロ
ト
工
業
が
明
代
よ
り
護
達
し
て
い
た
こ
と
が
肢
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
非
穀
作
農
家
や
非
農
業
人
口
の
存

(ω) 

在
も
、
首
地
の
食
糧
需
給
を
タ
イ
ト
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
②
同
時
に
、
北
京
へ
の
搬
出
路
の
問
題
も
重
要
で
あ
る
。
衛
河
(
徳
州
以

(
刊
)

北
は
大
運
河
ル

l
ト
の
一
部
を
構
成
す
る
)
が
域
内
を
流
れ
る
大
名
府
を
除
け
ば
、
こ
の
北
直
隷
西
部
地
帯
に
お
い
て
は
北
京
へ
の
水
上
ル

l
ト

(

引

)

(

花

)

が
限
ら
れ
て
い
た
。
大
名
か
ら
員
定
・
保
定
の
各
府
治
を
連
結
し
た
陸
上
幹
線
ル

l
ト
(
ほ
ぼ
現
在
の
京
慶
線
と
重
な
る
)
は
存
在
す
る
も
の
の
、

(
ね
)

太
行
東
麓
の
陸
路
に
お
い
て
は
そ
も
そ
も
客
商
の
往
来
じ
た
い
が
稀
で
あ
る
と
す
る
記
述
も
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
少
な
く
と
も
穀
物
に
闘

し
て
い
え
ば
、
こ
の
地
は
北
京
を
出
荷
先
と
す
る
集
荷
圏
の
一
部
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
き
わ
め
て
局
所
的
な

(
九
)

市
場
固
と
し
て
孤
立
し
て
い
た
様
相
が
濃
い
。

逆
に
、
輸
送
ル

l
ト
上
の
立
地
か
ら
す
れ
ば
、
比
較
的
優
位
に
あ
っ
た
の
が
河
間
府
等
の
低
地
型
地
域
だ
っ
た
。
特
に
大
運
河
(
街
河
)
が

的
な
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
客
商
の
活
躍
を
停
え
る
も
の
と
し
て
夙
に
よ
く
知
ら
れ
た
史
料
だ
が
、

一
六
世
紀
の
河
開
府
に
お
け
る
地
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沖
積
平
原
の
中
央
部
を
貫
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
は
北
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
面
で
は
有
利
な
地
位
を
享
受
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
唐
域

方
志
に
は
以
下
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

き

ぬ

あ

き

な

こ

く

も

つ

河
間
行
貨
の
商
、
み
な
縮
を
販
い
粟
を
販
い
盟
・
銭
・
木
植
を
販
う
の
人
な
り
。
:
:
:
粟
を
販
う
者
は
至
る
こ
と
衛
輝
・
磁
州
な
ら

か

い

よ

ね

う

り

よ

ね

び
に
天
津
・
沿
河
一
帯
よ
り
す
。
間
々
歳
の
豊
款
を
以
て
、
或
い
は
こ
れ
を
羅
し
て
来
た
ら
し
め
、
こ
れ
を
羅
し
て
去
ら
し
む
。

出
血
〒
・
阜
城
・
任
正
等
の
慮
、

:
:
そ
の
粟
を
京
師
に
告
る
者
あ
り
、
青
牒
・
治
州
・
故
城
・
興
済
・
東
光
・
交
河
・
景
州
・
献
豚
等
の
慮
、

(
九
)

み
な
陸
連
し
、
間
々
ま
た
舟
を
以
て
こ
れ
を
運
ぶ
。

み
な
漕
執
す
。
河
聞
・
甫

同
様
の
記
述
は
、
河
開
府
域
で
の
他
の
方
志
に
も
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
首
地
の
交
易
状
況
を
語
る
際
に
は
あ
る
程
度
一
般
化
し
た
表
現
だ
っ
た

(
河
)

と
考
え
ら
れ
る
。
前
宇
部
分
は
概
ね
、
河
開
府
域
に
出
入
す
る
客
商
た
ち
の
来
源
を
述
べ
、
後
牛
で
は
河
間
各
地
か
ら
北
京
へ
糧
米
を
出
荷
す

る
際
の
輸
迭
ル

I
ト
を
琴
、
げ
る
。
河
聞
で
の
主
穀
需
給
が
、
河
南
北
部
お
よ
び
天
津
l
運
河
沿
い
の
地
域
を
結
節
核
と
す
る
市
場
ネ
ッ
ト
ワ
l



ク
の
裡
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
北
京
に
直
接
輸
迭
す
る
場
合
に
は
水
運
・
陸
運
を
交
え
た
経
路
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

た
だ
商
業
的
活
況
と
同
時
に
、
「
間
以
歳
豊
歌
、
或
薙
之
使
来
、
羅
之
使
去
之
」
と
い
っ
た
丈
言
か
ら
濃
厚
に
謹
み
取
れ
る
の
は
、
作
柄
に

陸
じ
て
客
商
た
ち
が
穀
物
を
搬
入
も
し
く
は
搬
出
す
る
、

つ
ま
り
は
特
定
地
域
が
縫
績
的
・
安
定
的
な
供
給
地
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
加
え
て
後
半
に
お
け
る
陸
連
・
河
運
の
混
在
は
、
河
間
各
地
か
ら
北
京
へ
宛
て
て
の
穀
物
出
荷
が
、
概
ね
零
細
的
(
あ
る

い
は
少
な
く
と
も
分
散
的
)
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
よ
う
。

こ
こ
で
零
細
・
分
散
的
と
い
う
場
合
、
む
ろ
ん
比
較
の
封
象
は
大
運
河
を
経
由
す
る
最
大
の
財
政
的
物
流
、
漕
運
で
あ
る
。
大
運
河
が
低
地

型
地
域
に
封
し
て
、
南
北
に
分
布
す
る
物
流
按
駐
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
し
、
雇
用
機
舎
や
生
産
物
の
販
路
と
い
っ
た
面
で
、
有
利
な
候
件
を

も
た
ら
し
た
貼
は
む
ろ
ん
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
商
品
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
大
運
河
の
機
能
的
性
格
を
考
え
た
場
合
、
こ
と
は
さ
ほ

ど
車
純
で
は
な
い
。
ほ
ん
ら
い
、
大
運
河
に
お
け
る
民
間
船
舶
の
航
行
に
は
一
定
の
制
限
が
伴
っ
た
。
こ
れ
は
、
運
河
の
幅
員
や
場
・
聞
な
ど
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の
設
備
の
規
模
に
限
り
が
あ
っ
た
た
め
、
漕
糧
を
固
滑
に
輪
迭
す
べ
く
政
府
の
漕
船
に
優
先
航
行
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
近

(
片
)

年
の
地
域
史
研
究
で
は
、
運
河
沿
岸
都
市
で
の
「
市
場
経
済
」
の
護
展
に
も
っ
ぱ
ら
焦
貼
が
嘗
て
ら
れ
る
。
た
だ
大
運
河
の
流
通
媒
介
機
能
そ

ホ
ア
ン
も
強
調
す
る
よ
う
に
、
こ
の
幹
線
ル

l
ト
が
(
設
置
・
維
持
・
利
用
各
レ
ベ
ル
に
お
い
て
)
「
官
」
的
性

(
花
)

格
を
き
わ
め
て
濃
厚
に
帯
び
て
い
た
こ
と
も
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

の
も
の
は
も
と
よ
り
重
要
だ
が
、

む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
明
代
中
園
の
場
合
、
そ
も
そ
も
民
間
流
通
園
家
的
輪
迭
の
雨
者
を
機
能
的
に
裁
然
と
分
か
つ
こ
と
が
、
必
ず
し
も

容
易
で
は
な
い
酷
で
あ
る
。
南
方
か
ら
の
現
物
雨
税
を
輪
迭
す
る
軍
士
た
ち
は
、
規
定
積
載
量
以
上
の
穀
物
を
積
み
込
み
、
首
都
近
遅
か
ら
北

京
城
内
に
お
い
て
物
資
を
横
流
し
し
て
い
た
。
国
家
的
成
員
に
よ
る
こ
の
種
の
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
漕
糧
徴
岐
に
伴
う
附
加
税
を
主
要
な
原

(
内
)

資
と
し
て
お
り
、
そ
の
音

一
大
穀
倉
地
帯
の
長
江
流
域
か
ら

の
穀
物
を
過
積
載
し
た
三
十
数
ト
ン
積
み
の
漕
船
一
高
飴
隻
が
定
期
的
に
航
行
し
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
少
な
く
と
も
北
京
向
け
の
主
穀
に
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闘
し
て
、
規
模
の
経
済
と
い
う
酷
で
は
匪
倒
的
な
競
争
力
を
誇
っ
た
ろ
う
。

つ
ま
り
は
華
中
か
ら
首
都
へ
の
兵
拍
路
が
域
内
を
通
過
す
る
こ
と
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(
m
w
)
 

に
よ
り
、
北
直
隷
東
部
の
運
河
沿
い
地
域
に
て
生
産
さ
れ
る
主
穀
の
、
北
京
向
け
販
路
が
著
し
く
狭
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
あ
る
意

味
、
匪
倒
的
規
模
を
誇
る
南
方
か
ら
の
特
権
的
輪
迭
船
圏
の
存
在
が
、
河
北
で
の
い
わ
ゆ
る
「
局
地
的
市
場
圏
」
の
成
長
を
妨
げ
て
い
た
こ
と

(
別
)

に
な
る
。

加
え
て
、
こ
こ
で
再
度
想
起
す
べ
き
な
の
は
、
大
運
河
周
遺
地
域
が
河
谷
平
原
地
帯
に
比
し
水
丈
環
境
面
で
相
針
的
に
劣
悪
な
朕
態
に
あ
っ

た
貼
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
タ

1
2
と
し
て
分
類
さ
れ
た
こ
の
地
域
で
の
農
業
に
と
り
、
排
水
面
で
の
悪
候
件
が
、
多
毛
作
等
に
よ
っ
て
生
産
絵
剰

を
増
加
さ
せ
る
際
に
は
一
定
の
障
碍
と
な
っ
て
い
た
。
じ
つ
は
、
大
運
河
の
存
在
そ
の
も
の
が
事
態
を
さ
ら
に
致
命
的
に
し
て
い
た
。
北
京
以

南
の
北
直
隷
に
お
け
る
河
川
は
、
多
く
の
場
合
、
太
行
山
脈
中
に
水
源
を
も
ち
、
概
ね
東
西
方
向
の
流
路
を
と
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
天
津

(
直
治
)
近
郊
で
海
河
に
合
流
し
劫
海
に
流
れ
込
ん
で
お
り
、
集
水
域
の
庚
さ
に
比
し
て
排
水
能
力
が
著
し
く
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
大

(
幻
)

運
河
の
水
量
を
管
理
す
る
べ
く
、
大
運
河
(
衛
河
)
よ
り
東
の
崩
海
湾
沿
い
に
は
河
遁
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
の
た
め

果面
たで
し著
てし
いく
た困
の難
でが
あ(生
るぞ3じ
。る

と

な
る

つ
ま
り
は
大
運
河
じ
た
い
が
、
園
滑
な
排
水
の
障
壁
と
な
る
巨
大
な
「
堤
防
」
と
し
て
の
役
割
を
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河
間
全
睦
と
し
て
は
、
経
年
蟹
動
の
激
し
い
降
雨
量
・
含
沙
量
の
多
い
河
川
の
性
質
も
相
侯
っ
て
、
先
速
の
よ
う
な
地
勢
の
問
題
以
上
に
排
水

大
運
河
と
河
北
の
水
利
と
の
闘
連
性
を
示
す
事
例
を
奉
げ
よ
う
。

一
六
世
紀
後
半
、
江
西
出
身
の
徐
貞
明
な
る
官
僚
が
、
閑
却
さ
れ
た
水
利

の
復
興
を
提
唱
、
江
南
(
東
南
)
お
よ
び
こ
れ
に
封
置
さ
れ
る
首
都
近
遺
地
域
(
西
北
)
の
農
業
生
産
へ
の
て
こ
入
れ
を
圃
る
。
こ
の
提
言
は

(
叫
)

数
多
の
官
僚
よ
り
賛
同
を
得
、
特
に
西
北
、
つ
ま
り
畿
輔
に
水
稲
耕
作
を
導
入
す
る
国
家
事
業
が
敢
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
「
西
北
水

利
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、
員
定
府
・
保
定
府
・
河
間
府
を
貫
流
す
る
津
花
河
と
い
う
河
川
の
附
け
替
え
を
通
じ
て
排
水
候
件
を
改
益
代
水
田

開
護
を
行
お
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
封
し
、
異
定
出
身
の
官
僚
、
王
之
棟
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

運
這
轄
輪
、
園
家
の
咽
喉
は
こ
こ
に
係
る
。
積
雨
横
集
せ
ば
則
ち
衛
河
常
に
溢
れ
、
守
院
の
夫
、
日
夜
巡
防
す
と
難
も
時
に
衝
決
に
遭
う
。

し
か
る
に
涛
花
河
猛
惇
の
水
を
以
て
こ
こ
に
濯
ぐ
こ
と
の
可
な
ら
ん
や
。
:
:
:
涛
水
を
引
き
て
以
て
衡
に
入
る
る
は
、
そ
の
運
遁
に
妨
げ



あ
り
。
運
這
妨
げ
ら
る
れ
ば
則
ち
咽
喉
掘
さ
る
。
[
「
請
罷
溶
涛
河
疏
」
(
民
園
『
寧
菅
豚
志
」
虫
色
九
・
塞
文
所
牧
)
]

涛
花
河
・
衛
河
の
合
流
地
時
を
南
に
移
動
し
、
津
花
河
流
域
に
て
水
利
開
設
す
る
こ
と
に
封
す
る
反
封
論
で
あ
る
。
王
の
官
僚
キ
ャ
リ
ア
か
ら

し
て
、
運
河
行
政
に
闘
し
て
特
段
深
い
造
詣
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
の
、
こ
こ
で
の
焦
黙
は
現
今
の
運
河
瞳
制
を
た
と
え
微
調
整

レ
ベ
ル
で
あ
れ
改
饗
す
る
こ
と
の
可
否
に
置
か
れ
て
い
る
。
河
北
で
の
農
業
生
産
増
大
分
を
以
て
、
永
築
以
降
に
定
着
し
た
江
南
北
京
聞
の

補
給
幹
線
ラ
イ
ン
外
部
に
あ
ら
た
に
代
替
的
な
後
背
地
を
構
築
す
る
と
い
う
愛
想
は
、
そ
の
竿
ば
経
典
化
さ
れ
た
経
世
主
目
、
正
一
得
『
大
向
学
桁
義

補
』
こ
の
か
た
属
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
王
之
棟
の
謹
言
中
に
み
ら
れ
る
「
国
家
の
咽
喉
」
云
々
も
、
こ
れ
ま
た
『
大
皐
桁
義

補
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
王
朝
の
漕
運
政
策
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
兵
描
路
の
リ
ス
ク
分
散
を
主
張
す
る
際
に
は
極
め
て
一
般
化
し
た
ア

(
お
)

ナ
ロ
ジ
ー
だ
っ
た
。
こ
こ
で
王
之
棟
は
、
「
運
道
」
を
妨
げ
る
よ
う
な
水
利
事
業
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
、
と
い
う
方
向
で
丘
溶
の
議
論
を

(
お
そ
ら
く
意
国
的
に
)
謹
み
替
え
て
い
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
王
之
棟
の
反
論
以
降
、
情
勢
が
徐
貞
明
の
失
脚
・
西
北
水
利
事
業
の
停
止
へ

と
傾
い
た
結
果
か
ら
み
れ
ば
、
北
直
隷
で
の
主
穀
増
産
に
も
ま
し
て
、
首
都
へ
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
維
持
こ
そ
が
最
大
限
の
慎
重
さ
を
以
て

51 

取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
事
項
だ
と
い
う
言
説
が
、
あ
る
程
度
安
古
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
の
が
窺
え
る
。

線
じ
て
言
え
ば
、
明
代
河
北
に
て
大
運
河
は
す
ぐ
れ
て
雨
義
的
な
存
在
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
大
運
河
の
貫
流
す
る
の
が
ク
ラ
ス
タ
1
2
、

つ
ま
り
低
地
型
と
し
て
分
類
さ
れ
る
河
間
府
域
内
で
あ
っ
た
酷
か
ら
す
れ
ば
、
大
運
河
を
通
じ
た
園
都
へ
の
補
給
線
の
維
持
は
、
人
や
財
貨
を

循
環
さ
せ
る
回
路
へ
の
地
理
的
近
接
性
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
地
域
の
「
低
開
護
」
を
固
定
化
す
る
元
凶
と
も
な
っ
て
い
た
。
漕
運
と

い
う
一
大
物
流
政
策
の
存
績
は
、
園
都
へ
の
食
糧
供
給
を
あ
ら
た
に
捨
う
べ
き
補
給
ラ
イ
ン
近
傍
の
後
背
地
を
形
成
す
る
這
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ

と
と
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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す
で
に
見
た
と
お
り
、
永
梁
遷
都
以
降
に
進
行
し
た
兵
拍
ラ
イ
ン
の
二
冗
化
は
、
華
中
地
域
に
て
生
産
さ
れ
た
財
貨
を
燕
山
南
麓
の
政
治
的

中
核
へ
と
流
し
込
む
財
政
的
行
活
が
制
度
化
す
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
「
制
度
化
」
は
車
な
る
ル

l
テ
ィ
ー
ン
の
固
定
化
と
い
う
黙
の
み
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な
ら
ず
、
敷
多
の
領
域
に
お
け
る
そ
れ
と
し
て
現
象
す
る
。
た
と
え
ば
、
運
河
瞳
制
の
維
持
(
あ
る
い
は
漕
逗
線
督
や
河
這
総
督
と
い
っ
た
漕
運
・

(

叩

叩

)

兵
苅
路
の
管
理
運
航
宮
を
管
掌
す
る
行
政
機
構
の
存
績
)
じ
た
い
が
、
「
組
制
」
と
い
う
か
た
ち
で
自
己
目
的
化
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
ま
た
先
速

の
よ
う
に
、
漕
運
糧
に
随
伴
す
る
各
種
附
加
税
(
耗
米
)
牧
入
の
存
在
は
、
こ
の
事
業
に
携
わ
る
各
級
主
睦
に
と
っ
て
は
な
か
ば
恒
常
的
な
経

費
財
源
と
も
な
っ
て
い
た
。

何
よ
り
、

一
五
世
紀
、
融
海
沿
岸
か
ら
数
十
凶
内
陸
部
を
北
流
す
る
衛
河
を
新
首
都
へ
の
兵
拍
路
と
し
て
選
揮
し
、
輸
迭
盟
制
の
裡
に
位
置

づ
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
北
直
隷
に
お
け
る
農
業
経
済
も
紋
上
の
漕
運
「
睦
制
」
の
な
か
に
構
造
づ
け
ら
れ
た
貼
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の

運
路
の
選
揮
が
、
特
に
北
直
隷
低
地
部
で
の
水
利
環
境
の
改
善
と
農
業
生
産
性
向
上
・
販
路
掻
大
に
封
し
て
強
い
制
約
候
件
を
輿
え
る
こ
と
に

い
わ
ゆ
る
「
南
糧
北
調
」
瞳
制
を
再
生
産
す
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
漕
運
の
存
在
そ
の
も
の
が
一
大
消
費
地
の
近
接
地
で
の

ト事
h
リ
、

農
業
生
産
を
低
水
準
に
押
し
と
ど
め
、
ひ
い
て
は
南
方
か
ら
の
恒
常
的
な
物
財
供
給
を
必
然
化
す
る
。
い
わ
ば
、
運
河
に
よ
る
漕
運
と
、
こ
れ

に
よ
っ
て
大
き
く
係
件
附
け
ら
れ
た
河
北
地
域
(
特
に
東
部
低
地
帯
)
の
生
産
・
流
通
シ
ス
テ
ム
の
隻
方
は
、
人
的
・
経
済
/
自
然
地
理
的
フ
ア

ク
タ
が
複
雑
に
絡
む
な
か
ひ
と
つ
の
制
度
的
賓
館
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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イE士
中口

語
ー
ー
「
西
北
」
と
「
東
南
」
|
|

明
代
北
京
へ
の
物
資
補
給
政
策
が
存
績
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
畿
輔
」
地
域
で
の
農
業
経
済
の
あ
り
方
も
、
漕
運
シ
ス
テ
ム
の
中
で
強
固
に

構
造
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
以
上
の
論
貼
を
、
冒
頭
で
個
別
れ
た
明
代
漕
運
瞳
制
の
機
能
的
側
面
か
ら
あ
ら
た
め
て
照
ら
し
直
す
な
ら

ば
、
大
運
河
の
流
通
媒
介
機
能
を
通
じ
た
「
運
河
城
市
」
の
護
展
ゃ
、
由
民
域
的
流
通
圏
の
成
長
を
見
通
す
富
来
の
研
究
に
比
し
、
幾
分
ネ
ガ
テ

イ
ヴ
な
漕
運
像
を
提
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
あ
る
意
味
で
、
経
済
合
理
性
の
持
外
に
あ
る
明
代
中
園
の
漕
運
政
策
、
と
い
う
側
面
を
強
調
す

(
幻
)

る
ホ
ア
ン
や
、
過
度
に
護
達
し
た
兵
姑
と
低
水
準
の
軍
事
技
術
護
展
と
を
相
即
的
に
捉
え
る
エ
ル
ヴ
ィ
ン
ら
に
よ
る
議
論
の
延
長
線
上
に
小
稿

を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。



だ
が
、
こ
れ
ま
た
冒
頭
に
て
述
べ
た
通
り
、
個
別
具
瞳
的
政
策
や
こ
れ
が
果
た
す
局
地
的
機
能
か
ら
平
板
な
「
中
園
枇
曾
」
論
を
導
出
す
る

こ
と
は
小
稿
の
音
山
圃
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
む
し
ろ
よ
り
掘
り
下
げ
た
い
の
は
、
制
度
化
さ
れ
た
構
造
が
語
ら
れ
る
様
態
と
そ
の
系
譜
で
あ

る
。
た
だ
紙
幅
の
関
係
上
、
こ
こ
で
は
こ
の
貼
の
含
意
に
つ
い
て
、
最
後
に
ご
く
ラ
フ
な
見
通
し
を
述
べ
る
に
止
め
た
い
。

じ
つ
は
、
先
に
翠
げ
た
と
こ
ろ
の
、
王
之
棟
奏
疏
の
攻
撃
釘
象
と
な
っ
た
一
六
世
紀
末
の
水
利
事
業
(
西
北
水
利
)
こ
そ
、
殺
上
の
漕
運
を

(∞∞) 

め
ぐ
る
制
度
的
賓
瞳
の
改
嬰
を
明
確
に
意
圃
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
興
味
深
い
の
は
、
首
時
に
お
い
て
、
運
河
瞳
制
の
是
正
は
し
ば
し
ば

南
北
封
立
の
相
に
お
い
て
語
ら
れ
、
こ
の
バ
イ
ナ
リ
な
形
象
が
、
時
に
は
「
鼠
得
特
権
を
墨
守
す
る
北
人
」
封
「
西
北
を
養
い
績
け
る
東
南
」

(
約
)

と
い
う
構
圃
を
以
て
描
寓
さ
れ
た
貼
で
あ
る
。
さ
ら
に
束
林
非
東
林
と
い
う
政
治
史
的
丈
服
と
接
合
し
た
う
え
で
、
河
北
の
特
権
的
反
動
層

(
則
)

と
江
南
に
蛸
集
す
る
進
歩
的
知
識
人
と
い
う
、
な
か
ば
債
値
観
を
伴
、
つ
座
標
軸
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

か
く
て
、
「
西
北
の
地
は
、
か
つ
て
は
沃
土
を
以
て
知
ら
れ
た
の
に
、
今
は
空
き
っ
腹
を
抱
え
て
江
南
か
ら
の
賄
い
に
頼
る
あ
り
さ
ま
で
あ

(
但
)

る
」
「
東
南
が
ど
れ
だ
け
骨
身
を
削
ろ
う
と
も
、
西
北
を
豊
か
に
す
る
に
は
足
り
な
い
」
と
い
さ
さ
か
露
骨
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
理
念
的
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同
心
固
の
中
核
H

「
中
園
の
中
園
」
た
る
首
都
へ
食
糧
を
供
給
す
る
管
矯
が
「
東
南
が
西
北
の
面
倒
を
見
る
」
と
い
う
文
脈
に
て
捉
え
直
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
「
江
南
重
賦
論
」
の
系
譜
へ
連
な
っ
て
ゆ
く
。
運
河
と
い
う
王
朝
随
一
の
補
給
ラ
イ
ン
に
閲
わ
る
問
題
系
を
め
ぐ
り
、
無
数
に
存
在

す
る
〈
世
界
〉
匝
分
の
う
ち
「
南
北
」
「
東
南
西
北
」
と
い
う
二
値
的
な
切
り
分
け
方
が
額
在
化
し
、

や
が
て
雨
者
に
お
け
る
負
捨
の
不
均

衡
や
利
害
封
立
が
主
題
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

賓
際
、
「
西
北
水
利
」
(
名
栴
の
附
さ
れ
方
じ
た
い
も
示
唆
的
で
あ
る
)
が
記
述
さ
れ
る
際
、
こ
う
し
た
西
北
東
南
と
い
う
座
標
軸
が
多
用
さ
れ

る
傾
向
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
上
海
出
身
の
徐
光
替
は
、
西
北
水
利
と
漕
糧
の
減
克
に
閲
す
る
議
論
を
『
農
政
全
書
』
に
牧
録
す
る
に
首
た
り

(

川

出

)

「
此
の
係
は
西
北
の
人
の
誇
む
所
な
り
。
慎
み
て
言
、
つ
弗
か
れ
、
慎
み
て
言
、
つ
弗
か
れ
!
」
と
の
按
語
を
附
し
て
い
る
。
租
税
負
捨
の
組
み
か

(

川

町

)

え
を
め
ぐ
る
「
北
人
」
の
反
釘
に
つ
い
て
は
、
蘇
州
出
身
で
寓
暦
期
の
主
席
大
島
十
士
・
申
時
行
も
書
き
残
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
水
田
開

671 
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護
の
州
労
働
力
と
し
て
動
員
さ
れ
た
「
南
兵
」
が
河
北
の
現
地
で
治
安
を
乱
し
て
い
る
賄
や
、
は
て
は
「
南
人
」
動
員
に
件
、
つ
科
翠
受
験
の
競
争

(

川

内

)

率
上
昇
を
危
倶
す
る
「
北
人
」
た
ち
の
大
騒
動
に
至
る
ま
で
、
同
時
代
人
に
よ
っ
て
言
奉
げ
さ
れ
る
。
こ
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
長
江
下
流
域
出
身

の
官
僚
が
用
い
た
場
合
、
畿
輔
を
中
華
の
中
心
で
は
な
く
「
西
北
」
と
し
て
外
在
化
し
、
自
ら
の
「
東
南
」
と
封
置
す
る
こ
と
で
、
あ
る
種
の

ロ
l
カ
リ
ズ
ム
的
な
方
向
へ
向
か
う
性
格
を
濃
厚
に
有
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

首
然
、
官
界
を
封
象
に
想
定
し
た
言
説
ゆ
え
(
あ
る
い
は
こ
う
し
た
論
議
に
参
輿
す
る
者
の
殆
ど
が
、
中
華
の
制
度
的
世
界
に
浸
潤
さ
れ
た
科
奉
官
僚

で
も
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
)
、
分
節
を
「
分
裂
」

へ
と
護
展
さ
せ
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、
「
東
南
が
西
北
を
養
う
」
こ
と
、

お

よ
び
そ
の
是
正
の
方
策
に
つ
い
て
語
る
こ
と
で
、
「
大
一
統
」
と
分
節
化
と
が
南
北
封
立
と
い
う
座
標
系
の
な
か
強
い
緊
張
関
係
に
立
つ
こ
と

に
な
る
。
自
ら
の
世
界
を
南
北
二
つ
の
部
分
集
合
に
分
け
て
表
象
す
る
の
は
そ
れ
こ
そ
二
千
年
の
停
統
を
も
っ
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ

1
フ
な
の
だ
が
、

「
東
南
が
西
北
を
養
う
」
と
い
う
語
り
口
の
生
成
は
、
漕
運
瞳
制
の
締
結
と
し
て
き
わ
め
て
注
目
に
値
す
る
。
い
わ
ば
、
大
運
河
は
そ
の
流
通

54 

媒
介
機
能
を
通
じ
て
直
接
に
「
帝
園
」
を
統
合
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
維
持
運
菅
に
闘
わ
る
費
用
や
運
河
樫
制
の
改
壌
に
件
、
っ

創
刊
牒
に
よ
っ
て
二
つ
に
切
り
分
け
ら
れ
た
地
域
を
析
出
さ
せ
、
こ
の
二
項
針
立
が
逆
に
メ
タ
次
元
の
世
界
を
貰
睦
化
さ
せ
る
、
と
い
う
迂
回
的

な
機
制
が
は
た
ら
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
象
と
し
て
の
明
「
帝
園
」
は
、
か
よ
う
な
形
で
人
々
の
生
活
世
界
を
構
造
化
し
て
い
た
。

[
本
研
究
は
科
研
費
(
二
四
五
二
O
八
一
七
)
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
]

+エ
Z
M
M

固*
本
稿
の
内
一
谷
は
、
二
O
二
一
年
三
月
、
A
A
S
年
次
大
舎
で
の
報
告
の

一
部
分
を
骨
子
と
す
る
が
[
叶
日
間
戸
口
E
(
N
C
H
N
)
]

、
論
旨
愛
更
な
ど
に

つ
い
て
は
一
々
注
記
し
な
い
。

(
1
)

モ
ン
ゴ
ル
政
権
下
の
行
省
に
相
酋
す
る
地
方
行
政
域
に
は
、
明
初

以
来
、
布
政
使
司
・
按
察
使
司
・
都
指
揮
使
司
の
「
三
司
」
が
設
け

ら
れ
た
が
、
北
京
(
永
印
刷
宋
極
初
は
開
封
)
・
南
京
を
包
含
す
る
地
域

の
府
・
州
・
燃
は
中
央
六
部
に
直
属
(
直
隷
)
し
た
。
藤
井
三
九

ムハ一)。
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(
2
)
白
川
(
一
九
八
四
)
頁
会
五
四
・
七
七
九
。

(
3
)

日
本
・
朝
鮮
・
中
国
で
の
王
畿
の
あ
り
方
・
そ
の
系
譜
に
つ
き
比

較
を
試
み
た
鬼
頭
清
明
は
、
唐
代
以
降
の
長
安
周
透
地
が
、
「
政
権

の
根
接
地
」
と
い
う
性
格
を
脱
し
、
物
財
・
州
労
働
力
供
給
の
面
で
の

純
粋
な
後
背
地
た
る
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ
る
[
鬼

頭
(
一
九
九
二
)

]

0

た
だ
、
よ
り
長
期
の
ス
パ
ン
で
み
た
場
合
、
江

南
開
設
と
大
運
河
整
備
に
伴
い
、
物
財
供
給
の
側
而
で
ピ
ン
タ
1
ラ

ン
ド
の
地
理
的
局
限
性
が
薄
れ
て
ゆ
く
傾
向
は
見
落
と
せ
な
い
。

(
4
)
た
と
え
ば
、
海
運
に
比
し
高
コ
ス
ト
の
逗
河
漕
涯
を
選
探
し
た
明

朝
中
岡
に
釣
し
て
、
マ
テ
オ
u
リ
ッ
チ
は
奇
異
の
念
を
隠
さ
な
い

[
川
名
誇
(
一
九
八
二
)
一
貝
三
七
五
]
o

ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ

l
ゲ
ル

(
一
九
九
二
頁
五
四
、
出

E口
問

(
5
2
)
志
ω
戸
巳
∞
明
N

E

も
参
/

刃口一円。

円口ハ

(
5
)

近
年
の
明
代
漕
運
史
研
究
の
あ
ら
た
な
展
開
に
つ
い
て
、
紙
幅
の

都
合
L
L
全
面
的
な
紹
介
は
叶
わ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
財
政
部
門
と
し

て
の
漕
涯
を
詳
細
に
跡
づ
け
た
飽
彦
邦
(
一
九
九
五
)
、
明
代
海
運

を
め
ぐ
る
政
治
的
力
的
学
を
跡
マ
つ
け
た
焚
鐸
(
二

O
O九
)
を
挙
げ
る

に
止
め
る
。

(
6
)

ま
た
王
培
華
(
二

O
O
五
)
は
、
一
万
l
清
代
の
漕
運
の
致
用
と
問

題
貼
に
つ
き
、
同
時
代
人
に
よ
る
記
述
を
博
捜
し
つ
つ
分
析
し
た
雄

作
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
議
論
は
、
環
境
保
全
や
、
園
家
戦
略
と

し
て
の
食
糧
安
定
供
給
な
ど
の
現
代
的
意
義
へ
と
無
媒
介
に
飛
躍
す

る
嫌
い
が
あ
る
。

(
7
)

『
太
組
賓
録
』
巻
四
三
・
洪
武
二
年
六
月
己
卯
(
中
央
研
究
院
歴

史
語
二
百
研
究
所
本
、
以
下
同
)

0

(
8
)

「
太
岨
賓
録
』
巻
一
八
0
・
洪
武
二

O
年
正
月
発
丑
。

(
9
)

以
下
、
北
平
都
指
揮
使
司
と
大
寧
・
高
全
都
指
揮
使
司
の
沿
革
に

つ
い
て
は
、
張
両
(
二

0
0
0
)
頁
ム
七
1
二
回
参
照
。

(
日
)
「
太
租
賓
録
』
巻
二
一
五
・
洪
武
一
二
年
六
月
甲
申
、
同
巻
二
一

八
・
洪
武
一
一
一
年
十
二
月
平
未
、
同
巻
一
五
一
・
洪
武
一
六
年
正
月

壬
申
、
同
虫
色
一
六
六
・
洪
武
一
七
年
十
月
壬
申
、
同
巻
一
七
八
・
洪

武
一
九
年
六
月
丁
未
、
同
巻
一
九
六
・
洪
武
二
二
年
四
月
甲
辰
、
同

巻
二

O
一
・
洪
武
二
三
年
間
四
月
甲
申
、
同
巻
二
三

0
・
洪
武
二
六

年
十
月
戊
寅
。

(
日
)
投
降
・
来
婦
し
て
き
だ
モ
ン
ゴ
ル
将
兵
た
ち
は
、
奮
来
の
集
園
車

位
で
明
軍
に
組
み
込
ま
れ
た

[
ω
R
E官
会
百
三
官
官
ミ
リ

H
C
Y

己
吋
]
。
以
後
も
、
特
に
首
都
や
河
北
全
世
の
軍
事
機
構
に
て
、
世

襲
的
に
「
蒙
山
」
に
分
類
さ
れ
る
軍
官
た
ち
が
植
要
な
位
置
を
占
め

績
け
た
[
出
D
E
E
S
(
N
C
C
H
)
(
N
C
E
)
]
0

(
ロ
)
「
太
岨
賓
録
』
巻
三
二
・
洪
武
元
年
六
月
庚
子
。

(
日
)
洪
武
中
期
、
山
東
で
の
起
運
税
糧
は
主
と
し
て
遼
東
・
北
千
・
山

西
へ
の
補
給
に
、
河
南
の
も
の
は
山
西
・
険
西
方
面
へ
の
補
給
に
充

て
ら
れ
て
い
た
[
『
太
租
賓
録
』
巻
一
四
四
・
洪
武
一
五
年
四
月
壬

辰
、
同
巻
二
四
一
・
洪
武
二
八
年
九
月
丙
申
]
o

衛
所
軍
士
、
お
よ

び
資
紗
を
針
債
と
し
た
華
北
州
際
の
住
民
に
よ
る
糧
抹
輸
送
に
つ
い

て
は
同
巻
一
七
九
・
洪
武
一
九
年
十
二
月
末
参
照
。

(
は
)
た
と
え
ば
洪
武
七
年
(
一
三
七
四
)
の
海
難
事
故
の
際
、
軍
官
・

軍
士
ら
線
計
七

0
0
名
絵
り
が
溺
死
し
た
[
『
太
組
賓
録
』
巻
九

0
・
洪
武
七
年
六
月
発
丑
]

0

朱
元
環
自
身
、
連
年
に
わ
た
る
海
運

中
の
「
覆
溺
」
に
苦
慮
し
て
い
た
と
い
う
[
奨
鐸
(
二

O
O九
)
頁
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五
三
!
五
回
]

0

(
日
)
足
(
一
九
六
三
)
頁
一

0
0
九
)
第
二
章
。

(
日
)
『
太
租
賓
録
」
巻
五
八
・
洪
武
三
年
十
一
月
辛
亥
。

(
口
)
寺
田
(
一
九
七
二
)
。

(
国
)
洪
武
期
遼
東
の
海
運
と
屯
田
政
策
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
呉
輯
華

(
一
九
六
一
)
頁
三
一
}
{
一
二
四
、
星
(
一
九
六
一
二
)
頁
一
一

l
一五

参
照
。

(
印
)
宣
府
の
軍
糧
に
閲
し
て
は
『
太
組
賓
録
』
巻
一
一
一
一
三
・
洪
武
二
七

年
正
月
己
巳
、
開
平
に
つ
い
て
は
同
巻
二
四
七
・
洪
武
二
九
年
九
月

丁
巳
参
照
。

(
初
)
『
太
租
賓
録
」
巻
二
四
四
・
洪
武
二
九
年
二
月
庚
子
。

(
幻
)
後
述
の
よ
う
な
、
洪
武
!
永
繁
期
に
お
け
る
河
北
の
荒
廃
状
況
に

鑑
み
る
か
ぎ
り
、
兵
結
線
以
上
に
重
要
な
の
は
、
あ
る
い
は
「
現
地

調
達
」
に
よ
る
補
給
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
一
八
世
紀
以
前
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
同
様
の
補
給
法
に
つ
い
て
は
、

(
U
5
5
E

(
同
市
山
、
吋
吋
)
官
官

ω
∞
ω匂
占
琴
昭
…
。

(
幻
)
一
五
世
紀
段
階
の
在
京
軍
上
の
総
数
に
関
し
て
、
京
径
二
一
高
、

京
衛
三
六
高
(
孫
承
淳
「
春
明
夢
飴
録
』
を
三
六
・
戸
部
二
・
畿
輔

屯
丁
)
、
四
O
蔦
(
同
巻
・
屯
出
所
引
『
蔦
暦
策
衡
」
)
、
「
京
師
約
宿

軍
三
十
飴
高
、
畿
内
約
二
十
飴
高
」
(
同
書
巻
四
二
・
兵
部
一
・
兵

制
)
、
と
い
う
推
計
値
が
二
次
史
料
に
残
さ
れ
て
い
る
。
日
同
o
r
5
8ロ

(Moo-)
官
官

ω
∞
ω匂

'
H
5
5
G、
新
宮
門
(
二

O
O
四
)
頁
一
四
一
も

参
照
。

(
お
)
元
朝
治
ド
の
海
運
・
運
河
輸
送
隻
方
を
め
ぐ
る
政
治
的
封
立
に
つ

今
、
(
二
六
・
第
七
章
、
お
よ
び
奨
鉾
(
二

い
て
は
、
「
口

(
5
2
)
参
照
。
な
お
、
永
山
楽
期
に
構
築
さ
れ
た
大
運

河
ル
l
ト
の
大
半
は
元
朝
期
の
水
路
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
も
の
だ
っ
た

が
、
元
朝
治
下
で
は
、
海
路
を
通
じ
た
補
給
龍
制
へ
の
移
行
と
と
も

に
、
運
河
の
維
持
は
放
棚
即
さ
れ
て
い
た
。
制
度
面
で
の
元
明
聞
の
連

績
性
が
近
年
強
調
さ
れ
る
が

[
ω
E
F
除
巳
住
ロ
え
切

(
N
C
C
ω
)
]

、

本
稿
で
は
む
し
ろ
、
一
五
世
紀
以
降
に
各
領
域
を
巻
き
込
み
つ
つ

徐
々
に
進
行
し
た
運
河
漕
還
の
制
度
化
に
、
明
代
の
「
新
し
さ
」
を

見
出
し
た
い
。

(
但
)
奨
鋒
(
二

O
O
九
)
頁
六
二
一

1
八
四
。

(
お
)
「
太
宗
賓
録
』
巻
二
二
.
、
氷
山
栄
元
年
八
月
乙
荘
、
同
虫
色
二
九
・
永

楽
二
年
三
月
壬
寅
、
同
巻
三
九
・
永
梁
三
年
二
月
甲
申
、
同
巻
七

六
・
永
梁
六
年
二
月
己
酉
、
同
巻
一
一
四
・
永
梁
九
年
三
月
丙
戊
僚

な
ど
。

(
お
)
「
太
宗
賓
録
』
巻
一

O
二
・
永
楽
八
年
三
月
壬
申
。

(
幻
)
新
宮
(
二

O
O
四
)
頁
一
一
一
一
四
[
今
一
一
一
六
。

(
お
)
ベ
ト
ナ
ム
遠
征
・
鄭
和
の
南
海
遠
征
・
釘
オ
イ
ラ
ト
戦
に
割
く
べ

き
兵
員
の
存
在
が
幡
重
部
隊
の
構
築
を
制
約
し
て
い
た
黙
に
つ
い
て

は
、
星
(
一
九
六
三
)
頁
六
二
!
六
三
参
照
。

(
却
)
以
後
、
雨
税
供
同
居
が
輸
送
の
主
韓
と
な
る
支
運
か
ら
、
漕
運
衛

所
が
兵
姑
を
一
元
的
に
捨
う
党
運
・
改
免
運
へ
と
輸
送
法
が
整
備
さ

れ
る
。
一
六
世
紀
以
降
の
各
種
政
書
類
は
、
こ
う
し
た
兵
姑
制
度
の

沿
革
を
膨
大
に
記
載
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
中
園
経
済
史
研
究
の
一

分
野
た
る
漕
運
史
研
究
の
封
象
も
、
輸
送
制
度
の
日
ハ
際
的
解
明
に
集

中
し
た
。
呉
輯
華
(
一
九
六
二
、
星
(
一
九
六
三
)
(
一
九
八
二
)
、

出

E
口問

(
5
2
)
な
と
。
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(
初
)
な
お
、
こ
れ
は
複
数
の
補
給
線
が
開
封
に
轄
較
し
た
北
宋
で
の
漕

運
と
異
な
る
慰
で
あ
る
。

(
況
)
『
太
組
賓
録
』
巻
二
四
三
・
洪
武
二
八
年
十
一
月
間
大
未
。
屯
田
ム

分
(
約
五

O
畝
)
あ
た
り
五
斗
の
供
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た

[
清
水
(
一
九
六
八
)
頁
二
五
二
1

五
六
]

0

(
犯
)
孫
承
淳
「
春
明
夢
徐
録
』
巻
三
六
・
戸
部
二
・
屯
因
。

(
お
)
嘉
靖
『
清
苑
牒
志
」
虫
色
一
・
郷
吐
。

(
社
)
そ
れ
ぞ
れ
嘉
靖
『
同
県
定
府
志
』
巻
九
・
時
紀
、
隆
慶
『
景
州
志
』

巻
三
・
版
籍
。

(
お
)
こ
こ
で
一
不
さ
れ
る
数
値
は
、
あ
く
ま
で
も
「
民
籍
」
と
し
て
分
類

さ
れ
た
、
公
租
公
課
の
負
捨
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
算
出
し
た
も
の
で
あ
り
、

北
直
隷
住
民
の
総
数
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て

以
下
、
人
口
統
計
撃
上
の
賓
数
を
復
元
す
る
作
業
で
は
な
く
、
中
長

期
的
な
趨
勢
お
よ
び
地
域
的
な
パ
タ
ー
ン
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
重

慰
を
置
く
。
明
代
の
数
値
史
料
全
般
、
あ
る
い
は
戸
口
統
計
の
史
料

的
性
格
に
つ
い
て
は

g口
門
芭

ω日
)
H
E
r
o
]
(
忌印
ω)u
出

O
(
5
3
)

(
U
F
同
町
田
「

N

点空一出…。

(
お
)
ロ
年
間
の
平
均
増
加
率
を
ヘ
初
期
値
を
T
c
、
ロ
年
後
の
値
を

¥
℃
ロ
/
¥
一
{
/

3
と
し
、

1
(
l明
引

i
T
(
l引
)

l

H

と
い
う
式
で
算
出
し
た
。

(
幻
)
呂
包
門
出
回
O
出

(
N
C
C
H
)
]
U
N
E
、
苗
日
樹
基
(
二

0
0
0
)
頁
二
三
五
。

(
お
)
洪
武

J
氷
山
楽
期
の
山
西
移
民
は
、
線
数
一

O
O寓
人
前
後
と
推
計

さ
れ
る
が
[
徐
拡
(
一
九
九
二
、
安
介
生
(
一
九
九
九
)
頁
一
一
一
一

会
]
、
う
ち
北
直
隷
内
の
府
州
燃
を
移
出
釘
象
と
し
た
部
分
は
不
明

で
あ
る
。
【
表
1
】
に
よ
れ
ば
、
通
常
の
上
昇
率
を
一
六
世
紀
に
お

け
る
二
五
弘
と
し
た
場
合
、
洪
武
二
六
年
か
ら
九
十
八
年
後
の
弘

治
四
年
に
は
北
直
隷
全
陸
で
約
二
四
六
高
と
な
る
は
ず
だ
が
、
賓
際

に
は
約
三
四
三
蔦
で
あ
る
。
こ
の
世
点
分
か
ら
自
然
上
昇
分
を
減
ず
れ

ば
、
最
大
で
七
五
高
人
程
度
が
一
四
!
一
五
世
紀
の
移
入
分
と
し
て

戸
口
統
計
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
一
瓢
か
ら
み
て

も
、
明
初
河
北
人
円
の
過
半
が
非
土
着
だ
と
す
る
記
述
史
料
の
描
需

は
、
過
度
の
一
般
化
を
許
さ
な
い
。

(
刊
日
)
隆
慶
「
越
州
志
』
巻
九
・
雑
考
・
集
賀
、
嘉
靖
『
己
巨
(
定
府
志
』
巻

一
一
了
籍
賦
。

(
羽
)
嘉
靖
『
員
定
府
志
』
巻
二
了
籍
賦
、
嘉
靖
『
藁
城
牒
志
』
巻

一
了
財
賦
志
・
戸
口
な
ど
。

(
H
U
)

明
代
北
京
の
人
円
に
閲
し
て
は
、
新
宮
(
一
九
九
一
)
・
韓
光
輝

(
一
九
九
六
)
参
照
。

(
必
)
藤
井
(
一
九
四
七
)
頁
九
七
l
一
O
八。

(
幻
)
さ
ら
に
重
要
な
問
題
と
し
て
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
面
積
車
位
の

不
統
一
と
い
う
黙
が
あ
る
。
移
住
民
と
土
着
民
と
の
聞
に
、
税
糧
賦

課
の
際
に
税
額
で
は
な
く
、
課
税
封
象
と
な
る
農
地
面
積
の
測
り
方

に
差
等
を
設
け
た
(
い
わ
ゆ
る
大
畝
小
畝
)
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
[
藤
井
(
一
九
四
七
)
頁
一
一
回
、
片
岡
(
一
九
六
二
)

]

0

た
だ
、
田
士
面
積
の
賓
数
よ
り
は
む
し
ろ
数
値
の
時
期
的
推
移
と
地

域
間
差
異
を
分
析
す
る
と
い
う
本
稿
の
趣
旨
か
ら
み
れ
ば
、
以
上
の

貼
は
捨
象
可
能
だ
と
考
え
る
。

(
必
)
一
五
二

0
年
代
、
慶
干
附
成
安
際
知
将
の
桂
古
一
V

に
よ
る
丈
量
・
均

糧
の
結
果
、
か
つ
て
大
畝
で
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
た
日
土
を
小
畝
に
換

算
、
そ
の
結
果
五
千
数
百
頃
の
農
地
が
州
豚
に
よ
る
課
税
釘
象
と
な
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る
[
片
岡
(
一
九
六
二
)
頁
一
四
三
]

0

と
こ
ろ
が
、
慶
子
府
内
の

各
際
に
普
及
し
た
こ
の
「
折
畝
」
の
結
果
増
大
す
る
は
ず
の
農
地
面

積
は
、
黄
冊
系
統
の
数
値
に
は
反
映
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
田
十
統

計
に
も
現
れ
な
い
[
張
両
(
二

0
0
0
)
一
良
一
一
一
四
l
二
五
]

0

(
釘
)
詳
細
は
省
く
が
、
『
皇
朝
馬
政
紀
』
巻
一
一
・
草
場
・
直
隷
府
分

に
一
ぶ
さ
れ
る
デ
ー
タ
か
ら
は
、
会
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
、

「
原
額
草
場
」
の
う
ち
四
割
近
く
が
農
耕
地
(
堪
種
地
)
化
し
て
い

る
状
況
が
讃
み
と
れ
る
。
こ
れ
は
、
明
清
期
に
進
行
し
た
農
牧
界

線
の
北
移
と
い
う
文
脈
[
王
傑
聡
(
二

O
O九
)
]
の
な
か
に
位
置

づ
け
る
こ
と
も
叶
能
だ
ろ
う
。
ま
た
、
員
定
府
に
て
こ
の
堪
程
地
の

占
め
る
比
率
が
約
中
十
数
に
達
し
、
車
位
面
積
あ
た
り
の
税
額
も
比
較

的
高
い
と
い
う
貼
も
、
注
意
に
値
す
る
。

(
必
)
藤
井
(
一
九
四
七
)
頁
会
二
二

j
i
l
l
-

一
会
五
、
二
一
九
l
二
二

O
。

(
幻
)
隆
慶
『
甲
尽
州
志
』
巻
一
・
風
俗
お
よ
び
同
巻
っ
て
版
籍
。

(
叩
叩
)
部
綬
林
(
会
九
八
四
)
頁
三
四
二
。

(
羽
)
な
お
、
ク
ラ
ス
タ
l
数
が
三
↓
二
と
な
る
際
の
ク
ラ
ス
タ
l
聞
の

平
方
距
離
は
四
了
六
、
同
じ
く
二
↓
一
と
な
る
際
に
は
四
二
一
九

で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
類
型
聞
の
相
針
的
な
異
質
性
、
お
よ
び
類
型

内
に
お
け
る
相
釘
的
な
均
質
性
を
示
す
。
、
水
平
府
が
員
定
な
ど
河
谷

平
原
型
の
特
徴
を
示
す
黙
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

(
叩
)
な
お
、
以
上
の
二
類
型
の
使
用
に
際
し
て
は
、
木
村
(
一
九
五

八
)
に
お
け
る
第
一
次
農
地
・
第
二
次
農
地
、
大
津
(
一
九
九
六
)

の
河
谷
平
原
・
デ
ル
タ
と
い
う
封
比
も
(
時
期
も
文
脈
も
異
な
る
も

の
の
)
、
汎
山
性
の
高
い
も
の
と
し
て
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

(
日
)
以
下
の
自
然
地
理
一
的
状
況
お
よ
び
開
設
環
境
に
つ
い
て
は
、
李
慶

津
(
一
九
八
八
)
頁
二
九
1

三
二
、
↓
晶
子
心
純
(
一
九
九
九
)
頁
一

一
・
一
六
回
1
一
七
回
参
照
。

(
ロ
)
木
村
(
一
九
五
八
)
、
予
鈎
科
(
二

O
O
一)
0

(
日
)
中
華
民
国
期
の
サ
ン
プ
ル
調
査
に
よ
れ
ば
、
河
北
の
多
毛
化
率

(
一
年
草
作
が

7
0
、
二
毛
作
の
場
合
は
二
・

O
と
な
る
)
千
均
は

了
二
三
だ
っ
た
[
同
戸
山
口
問
(
巴
∞
印
)
唱
。
印
∞
]

C

(
日
)
華
北
で
の
二
年
三
毛
作
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
西
嶋
(
一
九
六

六
)
を
は
じ
め
と
し
て
農
業
史
・
経
済
史
の
文
脈
で
分
厚
い
蓄
積
が

あ
る
が
、
詳
細
は
割
愛
す
る
。
以
十
小
稿
で
は
、
農
法
の
成
立
と
全

般
的
普
及
と
を
匿
別
す
る
結
で
、
凶
山
(
一
九
六
九
)
・
足
立
(
一

九
八
二
の
議
論
に
従
う
。

(
日
)
複
数
の
畑
作
作
物
の
債
格
愛
動
と
市
場
安
定
化
の
機
能
に
つ
い
て

は
、
ピ
(
N
C
C
叶
)
岳
山
古
品
、
剛
山
田
巾

E
B
P
S叶
)
宅
ω
N
O
l
結
晶
参

刃口い
H
O

(
日
)
方
行
(
一
九
九
一
)

0

(
幻
)
衰
黄
「
賓
抵
政
書
』
巻
四
・
賦
役
室
田
・
「
大
造
昔
一
冊
議
稿
」
、
注
磨

鮫
『
撫
畿
奏
疏
』
巻
二
・
「
重
地
主
仔
催
重
災
琉
」

0

(
路
)
天
野
(
一
九
七
九
)
百
二
八
七
。

(
印
)
以
下
の
行
論
で
は
、
車
位
面
積
あ
た
り
の
労
働
投
入
や
多
毛
作
と

い
っ
た
「
十
-
地
の
高
度
利
用
」
に
闘
わ
る
相
到
的
拡
況
を
記
達
す
る

際
の
大
ま
か
な
座
標
軸
と
し
て
「
集
約
粗
放
」
の
用
請
を
使
、
っ
。

宮
嶋
博
史
の
小
農
枇
舎
論
や
青
木
敦
の
土
地
稀
少
化
論
[
宮
嶋
(
一

九
九
四
)
、
(
青
木
二

O
O九
)
]
が
、
地
域
を
超
え
た
同
調
性
と
い

う
文
脈
で
内
地
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
消
滅
と
農
業
集
約
化
と
い
う
大
紋
況

を
捉
え
る
の
と
異
な
り
、
本
稿
で
は
む
し
ろ
よ
り
ミ
ク
ロ
か
つ
可
逆
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的
な
動
態
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
集
約
化
概
念
を
用
い
た
い
。

(
印
)
西
山
(
一
九
六
九
)
百
三

O
九
、
天
野
(
一
九
七
九
)
頁
一
八
六
、

農
業
出
版
一
枇
編
輯
部
(
一
九
八
O
)
頁
二
四
八
。

(
日
)
一
大
啓
『
永
年
豚
志
」
巻
ム
・
水
利
。

(
臼
)
部
綬
林
(
一
九
八
四
)
頁
二
三
八
l
二
四
六
。
明
代
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
史
料
が
如
賓
に
物
語
る
。
「
夫
れ
河
の
順
天
に
あ

る
は
慮
溝
と
な
し
、
己
県
{
疋
は
淳
司
花
と
な
し
、
保
定
は
白
溝
と
な
し
、

河
聞
は
沙
河
と
な
す
。
:
:
:
こ
れ
み
な
こ
れ
を
西
山
を
本
と
し
て
来

た
り
、
大
雨
時
行
・
秋
水
濯
河
の
日
に
首
た
る
ご
と
に
、
衆
流
は
束

の
か
た
下
り
、
陸
地
に
行
舟
し
、
高
頃
田
禾
も
み
な
芹
梗
と
な
る

0

・
:
・
巨
大
分
を
も
っ
て
こ
れ
を
計
ら
ん
。
順
天
な
れ
ば
則
ち
利
害
相

半
ば
し
、
員
定
は
利
多
く
し
て
害
少
な
く
、
保
定
は
利
少
な
く
し
て

害
多
し
。
河
聞
に
至
り
で
は
則
ち
全
て
そ
の
害
の
み
を
受
く
。
」
(
嘉

靖
『
雄
乗
』
上
容
・
山
河
、
傍
貼
引
用
者
)

C

(
臼
)
『
神
宗
賓
録
』
巻
二
二
三
、
高
暦
一
八
(
一
五
九

O
)
年
五
月
丙

辰。

(
臼
)
以
下
の
分
析
に
際
し
て
は
楼
井
(
一
九
八
七
)
の
手
法
を
参
照
し

た。

(
日
)
『
神
宗
賓
録
』
巻
二
二
三
、
高
幡
一
八
(
一
五
九

O
)
年
五
月
丙

辰
な
ど
。

(
伺
)
足
立
(
一
九
八
一
)
が
一
が
す
通
り
、
華
北
全
健
で
二
年
三
毛
作
が

あ
る
時
期
を
境
に
一
気
に
普
及
し
、
以
後
直
線
的
に
愛
展
を
遂
げ
て

ゆ
く
、
と
い
う
前
提
じ
た
い
が
無
意
味
で
あ
る
。
む
し
ろ
重
要
な
の

は
、
集
約
的
農
法
の
賓
施
の
前
提
と
な
る
自
然
地
理
的
・
人
口
統
計

撃
的
フ
ァ
ク
タ
お
よ
び
流
通
・
各
種
政
策
と
い
っ
た
諸
倹
件
の
複
合

的
状
況
だ
ろ
う
。

(
m
w
)

藤
井
ご
九
四
七
)
頁
一
一
一
九
l
一一一一

O
o

(

槌

)

切
H
c
c
r
(
N
C
C印
)
(
リ
『
臼
百
件

(
印
)
西
嶋
(
一
九
六
六
)
頁
七
六
八
i
七
七
一
、
山
本
(
二

O
O
二
)

第
九
章
。
棉
花
栽
培
や
棉
工
業
が
比
較
的
早
期
に
愛
達
し
て
い
た
こ

と
と
同
時
に
、
該
地
に
は
北
京
へ
の
柴
炭
供
出
を
捨
う
「
山
廠
」
が

設
置
、
山
匡
一
経
済
と
も
密
接
に
リ
ン
ク
し
た
農
業
経
済
が
営
ま
れ
た

貼
[
弘
治
『
易
州
志
』
巻
三
・
山
廠
]
も
重
要
で
あ
る
。
も
っ
と
も

明
中
期
以
降
は
、
乱
開
設
と
土
壌
流
出
に
よ
り
生
態
環
境
の
劣
化
も

観
察
さ
れ
て
い
る
。
李
心
純
(
一
九
九
九
)
頁
一
会
-
一
一
二
、
王

傑
喰
(
二

O
O
九
)
頁
一
一
一
!
一
四
O
参
照
。

(
刊
)
後
注
(
剖
)
参
照
。

(
礼
)
山
西
北
部
に
水
源
を
有
し
河
北
を
東
流
す
る
河
川
の
多
く
が
、
水

量
低
下
の
た
め
明
時
期
を
通
じ
て
通
航
に
遁
さ
な
く
な
っ
て
い
た
貼

に
つ
い
て
は
李
心
純
(
一
九
九
九
)
頁
八
O
参
照
。

(η)
黄
か
『
一
一
統
路
程
園
記
』
[
楊
正
泰
(
一
九
九
四
)
所
牧
]
巻
一
。

(
同
)
張
滅
『
松
市
図
夢
語
」
巻
四
・
商
買
紀
、
嘉
靖
『
南
宮
牒
志
』
巻

一
・
地
里
・
市
集
。

(
九
)
河
北
一
曲
部
地
域
は
相
針
的
に
高
い
定
期
市
密
度
・
立
市
頻
度
を
特

徴
と
す
る
。
石
原
(
一
九
七
三
)

0

(
万
)
士
号
靖
「
河
開
府
志
』
巻
七
・
風
土
志
・
風
俗
・
末
俗
。

(
河
)
羅
正
『
単
城
牒
志
』
巻
二
一
了
風
俗
・
末
俗
な
ど
。

(
け
)
博
崇
蘭
(
会
九
八
五
)
、
許
檀
(
一
九
九
八
)
な
ど
。
ま
た
、
ポ

メ
ラ
ン
ツ
は
開
港
以
降
の
沿
岸
地
匝
経
済
と
の
釘
比
に
お
い
て
、
河

北
南
部
l
山
東
に
か
け
て
の
、
運
河
・
黄
河
水
運
の
機
能
に
光
を
嘗
て
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る
o

H

)

D

B

2

自
民
N
(
H
m
x
v
ω
)
0

(
花
)
同
戸
山
口
問

(
H
m
w
Aば

)

官

官

N

印叫一戸∞

(
乃
)
田
口
(
二

O
O
五
)
o

そ
の
背
景
に
、
附
加
税
を
徴
収
す
る
地
方

行
政
府
・
附
加
枕
部
分
を
自
ら
の
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
込
む
輸

送
賞
事
者
・
彼
ら
に
資
金
を
貸
し
附
け
る
北
京
の
富
裕
層
等
、
各
レ

ベ
ル
の
利
潤
抽
山
構
造
が
存
在
し
て
い
た
。

(
別
)
こ
の
想
定
は
二
黙
の
問
題
を
含
む
。
①
漕
船
が
河
聞
等
で
必
田
地
の

穀
物
を
買
い
上
げ
る
可
能
性
を
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
②
漕
船
に

積
載
さ
れ
る
、
主
と
し
て
梗
米
の
よ
う
な
財
と
河
聞
で
生
産
さ
れ
る

日
干
地
作
物
と
は
、
消
費
者
層
が
異
な
る
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。
①
に

つ
い
て
は
、
河
北
大
名
府
で
の
漕
糧
買
い
上
げ
、
漕
運
糧
・
商
品
糧

の
相
互
浸
透
性
を
物
語
る
事
例
も
み
ら
れ
る
[
張
肯
堂
『
管
僻
』

巻
五
・
任
大
倫
候
]
。
た
だ
し
先
に
鰐
れ
た
よ
う
に
、
大
名
府
が
河

谷
千
原
型
の
地
域
に
位
置
し
早
地
作
物
生
産
に
は
比
較
的
優
位
な
環

境
に
あ
っ
た
黙
(
そ
し
て
街
河
が
河
谷
平
原
型
地
域
を
通
過
す
る
数

少
な
い
例
で
あ
る
勃
)
、
な
お
か
つ
戸
口
統
計
上
、
口
数
伸
び
率
も

幾
分
低
い
値
を
示
し
て
い
る
貼
等
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
状
況
は
過
度

の
一
般
化
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
異
な
る
作

物
が
異
な
っ
た
市
場
を
構
成
す
る
こ
と
を
、
清
代
の
糧
債
動
向
に
封

す
る
回
踊
分
析
か
ら
リ
リ
ア
ン
リ
リ
が
示
し
て
い
る
[
仁
(
N
C
C
叶)

(UE官
吋
叫
∞
]
o

た
だ
、
一
五
二

0
年
代
、
日
干
地
作
物
の
枚
穫
期
に

合
わ
せ
て
軍
士
へ
の
銀
支
給
を
北
京
の
財
政
首
局
が
試
み
て
い
る
貼

か
ら
し
て
[
田
口
(
二

O
O
五
)
頁
七
八
l
七
九
]
、
首
都
近
接
地

に
て
粟
な
ど
劣
等
財
の
債
格
動
向
が
、
梗
米
と
い
う
高
等
財
の
そ
れ

と
一
定
の
相
闘
を
一
不
す
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

(
別
)
山
本
進
は
清
代
河
北
の
状
況
に
閲
し
て
、
大
運
河
に
よ
り
河
南
・

山
東
・
江
南
方
面
へ
と
聞
か
れ
た
構
造
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
他
省

の
よ
う
な
白
律
的
経
済
圏
が
未
形
成
で
あ
っ
た
と
説
く
[
山
本
(
二

0
0
二
)
頁
二

O
二
]

0

ま
た
リ
も
、
清
代
河
北
の
糧
債
動
向
と
江

南
の
そ
れ
と
の
同
調
性
を
強
調
す
る
[
仁
(
N
C
C
叶
)
h
E甘
叶
]
特
に

主
穀
生
産
の
面
で
、
税
物
の
流
通
の
も
つ
イ
ン
パ
ク
ト
・
お
よ
び
河

開
府
域
で
の
生
産
基
盤
の
脆
弱
性
か
ら
み
れ
ば
、
江
戸
期
日
本
に
て
、

「
地
廻
り
」
と
呼
ば
れ
る
江
戸
近
透
で
の
主
穀
生
産
が
、
や
が
て
廻

米
に
よ
る
遠
園
か
ら
の
移
入
分
を
代
替
し
始
め
た
朕
況
[
伊
藤
(
一

九
六
六
)
]
と
は
封
照
的
で
あ
る
。

(
回
)
も
っ
と
も
河
開
府
興
済
際
の
場
合
の
よ
う
に
、
小
規
模
な
減
水
河

を
開
き
衛
河
の
流
れ
を
激
海
に
池
水
し
た
例
も
あ
る
が
、
歴
代
荒
廃

を
繰
り
返
し
て
お
り
、
十
全
に
機
能
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
[
嘉

靖
『
興
，

m阪
紳
士
丘
巻
上
・
山
川
志
]

0

(
出
)
明
清
期
大
運
河
の
農
業
水
利
に
封
す
る
悪
影
響
は
、
李
文
治
・
江

太
新
、
王
培
華
が
岐
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
[
李
文
治
・
江
太

新
(
一
九
九
五
)
頁
五
会
四
l
一
五
、
王
培
華
(
二

O
O
五
)
頁
二

六
二
!
六
七
]

(
判
例
)
こ
の
事
業
の
内
容
と
蹄
趨
に
関
し
て
は
、
田
口
(
一
九
九
七
)
お

よ
ぴ
切
同
D
D
r
(
N
C
C印
)

(

リ

r
a
k
H

参
照
。

(
町
山
)
省
三
四
・
「
漕
執
之
宜
下
」
o

叶日間
5
E
(
N
C
H
N
)

も
参
照
。

(
山
山
)
奨
鋒
(
二

O
O
九
)
頁
一
九
一

i
一一一一四。

(
幻
)
出
回
山
口
問
(
同
市
山
⑦
仏
)
宙
開
-
ヨ
ロ

(
H
h
v
吋

ω)
。

(
∞
∞
)
森
同
(
一
九
九

O
)
、
同
口
(
一
九
九
七
)

0

(
関
)
新
宮
準
は
一
経
済
政
治
的
中
核
の
地
理
的
分
離
を
前
提
と
し
た
首
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都
造
皆
、
お
よ
び
こ
れ
に
規
定
さ
れ
た
贋
域
的
状
況
か
ら
「
北
京
シ

ス
テ
ム
」
を
見
山
す
[
新
宮
(
二

O
O
四
)

]

0

ま
た
、
清
代
の
西
北

水
利
に
闘
し
て
精
綴
な
分
析
を
加
え
た
黛
武
彦
は
、
明
末
の
徐
貞
明

や
清
末
の
林
則
徐
ら
の
水
利
論
を
、
「
制
度
疲
労
」
に
よ
る
南
方
中

園
の
北
方
か
ら
の
分
離
、
と
い
う
王
朝
末
期
特
有
の
朕
況
と
し
て
護

み
解
く
[
黛
(
二

O
一
一
)
一
員
三
三
八
]
o

こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
南

北
垣
分
(
分
離
)
が
知
識
人
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
矯

の
な
か
で
前
景
化
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
の
方
を
重
視
し
た
い
。

(
川
別
)
溝
口
(
一
九
七
八
)

0

(
引
)
そ
れ
ぞ
れ
徐
貞
明
「
請
亙
修
水
利
以
預
儲
蓄
疏
」
「
西
北
水
利
議
」

(
徐
先
啓
『
農
政
全
書
』
巻
ゴ
了
西
北
水
利
所
収
)

0

(
幻
)
前
掲
「
凶
北
水
利
議
」
o

(
川
町
)
申
時
行
「
賜
閉
堂
集
』
巻
四
O
。

(
川
出
)
王
之
棟
「
請
罷
溶
淳
河
疏
」
(
民
園
『
寧
耳
日
係
志
』
巻
九
・
露
首
文

所
収
)
、
子
慎
行
「
穀
山
筆
塵
』
巻
二
一
。
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AGRICULTURAL ECONOMY AND THE GRAND CANAL 

IN HEBEI DURING THE MING DYNASTY 

T AGUCHI Kojiro 

From the 15th century on， the population and agricultural production of Hebei 

gradually increased， and the patterns clearly showed regional variations: in the 

western part of Hebei relatively high population density and labor-intensive pro-

duction were dominant features， while the eastern part was characterized by 

sparse population and extensive agriculture. Such patterns were strongly governed 

by the topology and water system including the Grand Canal. Logistic and com-

mercial structures were also significant. Commercial goods transported from the 

south via the Grand Canal blunted the motivation for developing labor-intensive 

grain production such as multi-cropping. Thus the agriculturalarket structure and 

the logistic disadvantage formed a vicious circle， and Hebei became disabled from 

functioning as a breadbasket for Beijing. 

Under these circumstances， arguments in government circles repeatedly prop-

osed the introduction of rice production in Hebei， and these proposals provoked 

keen political and social disputes. At the same time， amidst the arguments， many 

expressed the problem as one of logistics in which‘northwest sponged 0旺the

southeast'. The dichotomy of views engendered a clear imaginary split in the Ming 

regime. In the end， the tension ultimately reinforced the unity of the Ming 

‘Empire' and for this very reason the grain tribute system further became an 

‘ancestral institution'. 
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